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インターネットを利用するための設定をする
●�お買い上げ時の設定や「はじめての設定」でインター

ネットが利用できない場合やネットワークの設定をや
り直す場合などに、必要に応じて設定します。

接続方法
1 [ 設定 ] を押し、ネットワーク・サービス設定
を選択し、ネットワーク接続設定を選択し、詳
細設定を選択し、接続方法を選択して、[ 決定 ]
を押す

2 [ ∧ ]/[ ∨ ] を押して、有線 LAN/ 無線 LAN
を選択し、[ 決定 ] を押す
有線 LANから無線 LANに変更した場合、切換に数
秒間かかります。

無線 LAN 設定
1 [ 設定 ] を押し、ネットワーク・サービス設定
を選択し、ネットワーク接続設定を選択し、詳
細設定を選択し、無線 LAN 設定を選択して、[ 決
定 ] を押す

2 [ ∧ ]/[ ∨ ] を押して、自動設定 / 手動設定 /
無線 LAN 設定の初期化を選択し、[ 決定 ] を
押す
■ 自動設定 :
アクセスポイント選択画面が表示されます。
（各接続方法と設定については		 38ページ）
お使いの無線 LANアクセスポイントの取扱説明書
も、お読みください。

■ 手動設定 :
接続に必要な設定を、一つ一つ手動で設定する場
合に選びます。お使いの無線 LANアクセスポイン
トの取扱説明書をご覧ください。
① [∧]/[∨]でネットワーク名（SSID）を選び、[ 決

定 ] を押します。接続したいアクセスポイントの
SSID（ネットワーク名）を入力してください。

② [ ∧ ]/[ ∨ ] で暗号方式を選び、[ 決定 ] を押
します。[ ∧ ]/[ ∨ ] で AES、AES/TKIP、
WEP-Open、WEP-Shared または暗号なしから
選び、[ 決定 ] を押します。

ご注意： 「暗号なし」に設定すると、無線 LAN 経由
で本機から送信する情報のセキュリティが
無防備になるため、悪意ある第三者に情報
を盗み見られるおそれがあります。
暗号方式は「AES」などに設定することを
おすすめします。

③ [ ∧ ]/[ ∨ ] で暗号キーを選び、[ 決定 ] を押し
ます。接続したいアクセスポイントが指定する、
「暗号キー」を入力します。
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④ WEP-Open または WEP-Shared を選んだ場合
は、 [ ∧ ]/[ ∨ ] でキーインデックスを選び、[ 決
定 ] を押します。[ ∧ ]/[ ∨ ] でキーインデック
ス 1 ～ 4 を選び、[ 決定 ] を押します。

⑤ [ ∧ ]/[ ∨ ] で設定完了を選び、[ 決定 ] を押し
ます。

⑥設定内容を確認して、[ 決定 ] を押します。
■ 無線 LAN 設定の初期化 :

[ ≪ ]/[ ≫ ]ではいまたはいいえを選択して、[ 決定 ]
を押します。

アドレス設定（IPv4）
インターネットに接続するために、本機に割り当てられ
る固有の番号を設定します。

■ IP アドレス :
「IP アドレス」を手動設定に設定した場合は DNS
アドレスは、自動的に手動設定に設定されます。
その場合は、DNSアドレスを手動で設定します。
● IPアドレスを自動取得できる場合は、[∧]/[∨]
で自動取得を選び、[ 決定 ] を押します。

■自動取得できないネットワーク環境の場合
① [ ∧ ]/[ ∨ ] で手動設定を選び、[ 決定 ] を押し
ます。

② [ ∧ ]/[ ∨ ] でアドレスを選び、[1] 〜 [10] で
入力します。

③ [ ∧ ]/[ ∨ ] でサブネットマスクを選び、[1] 〜
[10] で入力します。

④ [ ∧ ]/[ ∨ ] でデフォルトゲートウェイを選び、
[1] 〜 [10] で入力します。
②～④では 0～ 255の範囲の数字（左端の欄
は0以外）を4箇所の欄に入力します。

⑤ [ ∧ ]/[ ∨ ] で設定完了を選び、[ 決定 ] を押し
ます。

■ DNS アドレス :
ドメイン名をIPアドレスに置き換える機能を持ち、
IP アドレスで特定されているDNSサーバーを設
定します。
「IP アドレス」を手動設定に設定した場合は DNS
アドレスは自動的に手動設定に設定され、自動取
得にはできません。その場合は、DNS アドレスを
手動で設定します。
●DNSアドレスを自動取得できる場合は、[ ∧ ]/

[ ∨ ] で自動取得を選び、[ 決定 ] を押します。

■自動取得できないネットワーク環境の場合
① [ ∧ ]/[ ∨ ] で手動設定を選び、[ 決定 ] を押し
ます。

② [ ∧ ]/[ ∨ ] でプライマリアドレスを選び、[1]
〜 [10] で入力します。

③ [ ∧ ]/[ ∨ ] でセカンダリアドレスを選び、[1]
〜 [10] で入力します。
②～③では 0～ 255の範囲の数字（左端の欄
は0以外）を4箇所の欄に入力します。

④ [ ∧ ]/[ ∨ ] で設定完了を選び、[ 決定 ] を押し
ます。

■ プロキシサーバー :
インターネットとの接続時にプロキシ（代理）サー
バーを経由する場合に設定します。ご契約のプロ
バイダーから指定がある場合にだけ設定します。
ここでのプロキシ設定はHTTPに関するものです。
① [ ∧ ]/[ ∨ ] で使用するを選び、[ 決定 ] を押し
ます。

② [ ∧ ]/[ ∨ ] でサーバー名を選び、[ 決定 ] を押
します。

③サーバー名を入力します。
入力できる文字は半角英字／半角数字／半角記
号です。半角記号の中には入力できないものもあ
ります。
（「文字の入力のしかた」 50ページ）

④ [ ∧ ]/[ ∨ ] でポート番号を選び、[1] 〜 [10]
で入力します。

⑤ [ ∧ ]/[ ∨ ] で設定完了を選び、[ 決定 ] を押し
ます。

IPv6 接続
IPv6 アドレスを用いてネットワークに接続する場合に設
定します。
●	 ひかり TVを利用する場合は、IPv6 接続を利用して

ください。Netflix は IPv6にも対応しています。
●	 ルーターの IPv6 パススルー（IPv6 ブリッジ）を有

効にした場合は、外部からのアクセスが可能になり、
セキュリティが低下します。同じルーターにつなぐパ
ソコンは、正しくアクセス制限の設定をおこない、セ
キュリティ対策ソフトなどをお使いになることをお勧
めします。

●		[ ∧ ]/[ ∨ ] を押して、利用する / 利用しな
いを選択し、[ 決定 ] を押す
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インターネットを利用するための設定をする（つづき）

アドレス設定（IPv6）
IPv6 で接続するときに、本機に割り当てられる固有の番
号を設定します。

■ IP アドレス :
「IP アドレス」を自動取得に設定した場合は、
IPv6 ステートレスアドレス自動設定方式により IP
アドレスを取得した後、DHCPv6によりDNSア
ドレスを取得します。
IP アドレスを手動設定に設定した場合は DNS ア
ドレスは、自動的に手動設定に設定になります。
その場合は、DNSアドレスを手動で設定します。
① IPアドレスを自動取得できる場合は、[∧]/[∨]
で自動取得を選び、[ 決定 ] を押します。

■自動取得できないネットワーク環境の場合
① [ ∧ ]/[ ∨ ] で手動設定を選び、[ 決定 ] を押し
ます。

② [ ∧ ]/[ ∨ ] でアドレスを選び、[1] 〜 [12] で
入力します。

③ [ ∧ ]/[ ∨ ] でデフォルトゲートウェイを選び、
[1] 〜 [12] で入力します。

④ [ ∧ ]/[ ∨ ] でプレフィックス長を選び、[1] 〜
[10] で入力します。
②、③では0～9、a～ f の英数字（左端の欄は
0以外）を8箇所の欄に入力します。
④では1～127の範囲の数字を入力します

⑤ [ ∧ ]/[ ∨ ] で設定完了を選び、[ 決定 ] を押し
ます。

■ DNS アドレス :
IP アドレスを手動設定に設定した場合は DNS ア
ドレスは自動的に手動設定に設定され、自動取得
にはできません。その場合は、DNS アドレスを手
動で設定します。
①DNSアドレスを自動取得できる場合は、[ ∧ ]/

[ ∨ ] で自動取得を選び、[ 決定 ] を押します。

■自動取得できないネットワーク環境の場合
① [ ∧ ]/[ ∨ ] で手動設定を選び、[ 決定 ] を押し
ます。

② [ ∧ ]/[ ∨ ] でプライマリアドレスを選び、[1]
〜 [12] で入力します。

③ [ ∧ ]/[ ∨ ] でセカンダリアドレスを選び、[1]
〜 [12] で入力します。
②、③では0～9、a～ f の英数字（左端の欄は
0以外）を8箇所の欄に入力します。

④ [ ∧ ]/[ ∨ ] で設定完了を選び、[ 決定 ] を押し
ます。

[ 決定 ]

[ 設定 ]

[1]～[12]
（文字ボタン）

[∧][∨]
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ネットワーク情報
●		�[ 設定 ] を押し、ネットワーク・サービス設定

を選択し、ネットワーク接続設定を選択し、ネッ
トワーク情報を選択して、[ 決定 ] を押す
現在利用しているネットワーク情報が表示されます。
ネットワーク接続の設定によっては、表示されない項
目もあります。
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動画配信サービスについて
光回線などのブロードバンド回線に接続して、動画配信
サービス (別途会員登録・契約が必要な場合があります。）
を利用することができます。

お知らせ

●�回線事業者やプロバイダーが採用している接続方法・
契約内容によっては、サービスが利用できない場合が
あります。

●�災害やシステム障害などにより、サービスが利用でき
ない場合があります。

●�サービスを利用するためにホームページ等に登録した
情報は、本機を譲渡または廃棄する際に、登録時の規
約に従って必ず登録情報を削除してください。

●�ご利用環境や通信環境、接続回線の混雑等により映像
が乱れたり ､表示に時間がかかったりします。実行速
度12Mbps 以上の接続をお薦めいたします。

●�各種サービスの内容 ､利用条件などは予告なく変更さ
れる場合があります。公式情報サイト等でご確認くだ
さい。

NETFLIX を利用する
●��[NETFLIX] を押す

配信サービスの画面が表示されるので、画面の指示に
従って操作をしてください。

お知らせ

●�デジタル放送の視聴に戻るときは、[ 地デジ ]、[BS]、
[CS]、[4K] のいずれかを押します。

●�視聴予約の時刻になると、「Netfl�ix」を終了して予約
を実行するか問い合わせるメッセージが表示されます。
画面の説明に従って、予約を実行するか、予約をキャ
ンセルして「Netfl�ix」を続けるか選ぶことができます。

●�4K�放送の録画予約の時刻になると、「Netfl�ix」を終
了して予約を実行するか問い合わせるメッセージが表
示されます。画面の説明に従って、予約を実行するか、
予約をキャンセルして「Netfl�ix」を続けるか選ぶこと
ができます。

●�「ESN」（Netfl�ix サービスのために発行される機器固
有の IDです。）の確認やログイン設定の初期化をする
ことができます。( 101ページ）

●�4K�放送録画中にNetfl�ix のサービスを起動すること
はできません。

[4K]

[ 青 ]

[BS]
[ 地デジ ]

[CS]

[ ホーム ]

[NETFLIX] [YouTube]

[∧][∨]
[＜][＞]
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YouTube を利用する
●��[YouTube] を押す

配信サービスの画面が表示されるので、画面の指示に
従って操作をしてください。

お知らせ

●�デジタル放送の視聴に戻るときは、[ 地デジ ]、[BS]、
[CS]、[4K] のいずれかを押します。

●�4K�放送録画中にYouTube のサービスを起動するこ
とはできません。

その他、利用したいサービスを選択する
1 [ ホーム ] を押す

2 [ ≪ ]/[ ≫ ] を押して、利用したいサービスを
選択する
選択した配信サービスの画面が表示されるので、画面
の指示に従って操作をしてください。

お知らせ

●�デジタル放送の視聴に戻るときは、[ 地デジ ]、[BS]、
[CS]、[4K] のいずれかを押します。

「ホーム画面」にアプリを追加する
1 [ ホーム ] を押す

2 アプリ一覧を選択して、[ 決定 ] を押す

3 [ ∧ ]/[ ∨ ]/[ ≪ ]/[ ≫ ] を押して、追加した
アプリを選択して、[ 青 ] を押す

選択したアプリが「ホーム画面」に追加されます。

NETFLIX について

最新情報は公式情報サイトをご覧ください。
 https://www.netflix.com/jp/

TEL： 0120-996-012

(2019年 1月現在）

アクトビラについて

本機は、４Kアクトビラに対応しております。詳細なサー
ビスに関しては、株式会社アクトビラのホームページで
ご確認ください。
最新情報は公式情報サイトをご覧ください。
 http://actvila.jp/
●�お問い合わせ先
 アクトビラ・カスタマーセンター
� 受付時間：10：00〜 19：00年中無休（元日除く）
 TEL：0570-09-1017（ナビダイヤル）
� (2019年 1月現在）

TSUTAYA TV について
最新情報は公式情報サイトをご覧ください。
 http://tsutaya-tv.jp/
●�お問い合わせ先
 TSUTATA TV カスタマーセンター
� 受付時間：10：00�〜�19：00�年中無休
 TEL：0570-002-822（ナビダイヤル）

PHS・IP 電話（一部）などをご利用の場合は下記の
番号をご利用ください。

 TEL：050-3786-9500（有料）

� (2019年 1月現在）

ひかり TV について
最新情報は公式情報サイトをご覧ください。
 https://www.hikaritv.net
●�お問い合わせ先
 ひかり TV カスタマーセンター
� 受付時間：10：00�〜�19：00�年中無休
 TEL：009192-144（通話料無料）

ひかり電話などからおかけの場合（NTT 東日本・
NTT 西日本のひかり電話、NTT 東日本・NTT 西日
本以外の固定電話、IP電話、PHS、及び公衆電話など）

 TEL：0120-001144 ( 通話無料・携帯電話不可 )

(2019年 1月現在）
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動画配信サービスについて（つづき）

ひかり TV の設定をする
●�ネットワークサービスのひかり TVは、NTT の光回

線を利用して多チャンネル放送やビデオサービス、
ショッピングなどが楽しめる有料サービスです。

●�フレッツ回線を利用するには、NTT およびプロバイ
ダーとの契約が必要です。

●�ひかり TVをインターネットに接続するには IPv6 の
対応が必要です。インターネットを利用するための設
定では、IPv6 接続、アドレス設定（IPv6)�も設定し
てください。( 75ページ）

●�ひかり TVを視聴するには、あらかじめ申し込みが必
要です。

1 [ 設定 ] を押し、ネットワーク・サービス設定
を選択し、ひかり TV 設定を選択して、[ 決定 ]
を押す

2 [ ∧]/[ ∨]を押し、設定する項目を選択して、
[ 決定 ] を押す
■ ネットワーク設定 :

①�ご契約の回線を選択して、[ 決定 ] を押す。
（NTT 東日本 /NTT 西日本）
②�フレッツ�光ネクストを利用している場合は、は

いを選択して、[ 決定 ] を押す。
■ サービスプロバイダー選択 :

サービスプロバイダーが一覧表示されます。
①�契約しているプロバイダー選択して、[ 決定 ] を
押す。

②�確認画面が表示されたら [ 決定 ] を押す。
■ 基本登録 :

ひかり TVの場合は、申込後に発行される資料に
記載されている内容を入力します。
（「文字の入力のしかた」 50ページ）

■ チャンネルスキャン :
●�テレビサービスで視聴できるチャンネルを設定

します。
●�テレビサービスが開通していないと、チャンネ

ルスキャンはできません。
●�チャンネルスキャンの設定には数分かかること

があります。
①�チャンネルスキャンをする場合ははいを選択し
て、[ 決定 ] を押す。
スキャンが始まります。完了後、設定の内容が
表示されます。

②�内容を確認したら [ 決定 ] を押す。
■ 接続テスト :

接続と設定が正しいか、テストします。エラーメッ
セージが表示された場合は、メッセージに従って
対処してください。

■ システム情報 :
システム情報が表示されます。
●�DRM番号：��ひかりTVサービスで利用される

受信機固有の番号です。契約をす
る場合などの参考情報です。

お知らせ

●�集合住宅（マンションなど）でPNA装置を使用して
いる場合は、ひかりTVの視聴はできません。

●�本機ではルーターの設定はできません。ルーターによっ
てはパソコンでの設定が必要な場合があります。

●�無線 LAN をご使用の場合、映像にノイズが出たり、
音声が途切れたりする場合は、無線 LANアクセスポ
イントおよび本機の設定を見直すか、有線 LANで接
続してください。

[ 決定 ]

[ 設定 ]
[∧][∨]



接続した機器を使う
この章では、他の機器を接続した場合の操作方法についてご説明いたします。
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1 接続を確認する
接続を確認してください。（ 31〜36ページ）

2 入力を切り換える

1 [ 入力切換 ] を押す

2�続けて [入力切換]を押して入力を選び、[決定]
を押す
[ 決定 ]を押さなくても、しばらく待つと選択した入
力に切り換わります。

以下の順番で切り換わります。
テレビ→ HDMI1 → HDMI2 → HDMI3 → HDMI4 →

ビデオ→テレビに戻る

お知らせ

●�ご使用にならない入力端子がある場合、入力切換
を押したときにスキップさせることができます。
（ 105ページ）
●�接続する外部機器に合わせて、入力表示を変更するこ
とができます。（ 105ページ）

3 接続した機器を再生する
接続した機器の取扱説明書をご覧いただき、機器を再生
してください。

接続した入力機器の映像を見る

[ 決定 ]

[ 入力切換 ]
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メディアプレーヤーを使う
USBメモリー等のUSB機器、ネットワークメディアサー
バーを接続して、保存されたコンテンツ（写真、映像）
を再生することができます。

接続を確認する
接続を確認してください。（ 32ページ）

お知らせ

●�すべてのファイルの再生を保証するものではありませ
ん。特にMP4動画については、対応機器によっては
再生できないことがあります。

●オートメディアプレーヤーをオンに設定しておくと、
放送・外部入力の視聴時にUSBメモリーを挿入した
ときに、操作の選択メニューが表示されます。（お買い
上げ時はオンに設定されています）
（ 100ページ）
●�すべてのファイルの再生品質を保証するものではあり
ません。

●�すべてのサーバー機器とのファイル再生を保証するも
のではありません。

●�再生可能なファイル形式以外のファイルを再生するこ
とはできません。

●�再生可能なファイル形式であっても、ご使用の編集ソ
フト、ファイルの仕様やコーデックによっては、再生
できない場合があります。

●�H.264/MPEG4-AVC の 3840 × 2160 の 場 合、
フレームレートは最大で30fps までです。その他の
フォーマットは60fps まで対応しています。

●�音声がついていない映像だけの動画は再生できません。
●�対応機器の性能によっては、映像が乱れたり、雑音が
出たりするなど、正常に再生できないことがあります。

本機で再生できる動画のフォーマット

対応機器 ファイルフォーマット 映像フォーマット 音声フォーマット 最大解像度 最大ファイル数

USB機器、
ネットワークメディアサーバー

MPEG2-TS MPEG2 Video AAC、MPEG-1 Layer Ⅱ 1920×1080 3000/フォルダ

MPEG2-TS H.264/MPEG4-AVC AAC、ドルビーデジタル（AC3） 1920×1080 3000/フォルダ

USB機器
MPEG2-TS HEVC AAC、HE-AAC

ドルビーデジタル（AC3） 3840×2160 3000/フォルダ

MPEG2-PS MPEG2 Video
リニアPCM、
ドルビーデジタル（AC3）、
MPEG-1,2 Layer Ⅱ

1920×1080
3000/フォルダ

ネットワークメディアサーバー 720×480

USB機器 MP4

MPEG-4 Visual AAC 1920×1080 3000/フォルダ

HEVC AAC、HE-AAC 3840×2160 3000/フォルダ

H.264/MPEG4-AVC AAC、HE-AAC、リニアPCM 3840×2160 3000/フォルダ

ネットワークメディアサーバー MP4 H.264/MPEG4-AVC AAC 1920×1080 3000/フォルダ

本機で再生できる写真（静止画ファイル）のフォーマット

圧縮方式 JPEG準拠
フォーマット Exif ver2.2準拠、JFIF ver1.02準拠
画素数 16384×16384ピクセル以内（ネットワークメディアサーバーについては4096×4096ピクセル以内）
ファイルサイズ USB機器についてはファイルサイズ24MB以内
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メディアプレーヤーで動画を再生する
USB 機器内の動画を再生する

オートメディアプレーヤーの画面が表示された場合は、
[ ∧ ]/[ ∨ ] で動画を見るを選択し [ 決定 ] を押して、
手順4�から操作します。

1 [ サブメニュー ] を押し、メディアプレーヤーを
選択し、［決定］を押す

2 [ ∧]/[ ∨]を押して、動画を選択して、［決定］
を押す

3 [ ∧ ]/[ ∨ ]/[ ≪ ]/[ ≫ ] を押して、再生した
い機器を選択して、［決定］を押す
接続した機器が1台の場合はそのまま [ 決定 ]を押し
ます。

4 [ ∧ ]/[ ∨ ] を押して、再生したいフォルダー
を選択して、［決定］を押す
機器によっては、この操作はありません。

5 [ ∧ ]/[ ∨ ] を押して、再生したい動画を選
択して、［決定］を押す
選択した動画を再生します。動画再生を終了するとき
は、［停止］を押します。「動画再生リスト」に戻るには、
[ 録画リスト ]を押します。

お知らせ

●�パソコンなどで編集した映像など、ファイルによって
は、表示できないものがあります。

●�大切なデータはバックアップを取っておくことをおす
すめします。

●�本機能を私的な目的以外でご使用にならないでくださ
い。著作権法違反になる場合があります。

いろいろな再生のしかた
機器によっては再生と停止しかできないなど、機能が制
限されることがあります。

[  再生］

動画の再生を開始します。再生中に繰り
返し押すと、1.5 倍の速さの音声付早送
り再生「早見早聞」と通常の再生が交互
に切り換わります。
※	動画や機器によっては、「早見早聞」
が正しく動作しないことがあります。

［h 一時停止 ] 再生中に押すと一時停止になります。もう一度押すと、再生が再開されます。

［■］ 動画の再生を終了し、放送画面などに
戻ります。

[ 決定 ]

[ 赤 ]
[ 青 ]

[ 緑 ]

[サブメニュー ]

[ 一時停止 ]
[サーチ（早戻し／

早送り）]

[ 再生 ]

[ 停止 ]

[ スキップ ]

[∧][∨]
[＜][＞]

[1]～[10]
（数字ボタン）

[録画リスト ]
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お知らせ

●�リピート再生をしているときは、画面左上にリピート
再生アイコンが表示されます。（1コンテンツリピート：�

、リピート： �）

再生中にタイムサーチで再生位置
を指定する

1�再生中に [ サブメニュー ] を押し、サーチを選
択して、[ 決定 ] を押す

2 [1] ～ [10] で時間を指定する。

動画を並べ替える
機器によっては並べ替えができないことがあります。

1�動画再生リスト表示中に [ サブメニュー ] を押
し、並べ替えを選択して、[ 決定 ] を押す

2 [ ∧ ]/[ ∨ ] で項目を選択して、[ 決定 ] を押
す

機器を選び直す
●�動画再生リスト表示中に [ 青 ] を押す

機器の情報を確認する
●�動画再生リスト表示中に [ サブメニュー ] を押
し、機器の情報を選択して、[ 決定 ] を押す

動画再生リストの操作ガイドについて
機器によっては、以下の操作ガイドが表示される場合が
あります。

■ [ 赤 ] 削除 :
「一つの録画番組を消す」	等を参考にしてください。
（ 65ページ〜66ページ）

■ [ 緑 ] 表示モード切換 :
操作ガイドに「[ 緑 ] 表示モード切換」が表示され
る場合、動画再生リストの表示モード切換ができ
ます。

［f］

早送り再生をします。（押すたびに速さ
が変わります）
●	一時停止中に1秒ほど押し続けると
スロー再生、または連続コマ送りにな
ります。スロー再生または連続コマ送
り中に押すと、押すたびに速さが変わ
ります（2段階または3段階（再生
する動画のある機器によって異なりま
す））。

［a］
早戻し再生をします。（押すたびに速さ
が変わります）
●	一時停止中に1秒ほど押し続けると
連続コマ戻しになります。

［7］ 次の動画の先頭にスキップして再生し
ます。※ 1

［6］
現在の動画の先頭にスキップして再生
します。再生してから約4秒以内に押
した場合は、一つ前の動画の先頭にス
キップします。※ 1

[ ≪ ]・[ ≫ ]

再生中に押すと、20ポイントに分割さ
れた動画の前後のポイントへスキップ
します。
●		再生時間が短い動画では動作しないこ
とがあります。

［決定］ 選択した内容を決定したり、選択した
操作を実行したりします。

［録画リスト］ 再生中に押すと、「動画再生リスト」画
面が表示されます。

※1�　�機器によってはスキップの対象がチャプターにな
ります。

繰り返し再生の設定を変える
動画を繰り返して再生することができます。設定した状
態は本機に記憶されます。

1�動画再生リスト表示中に [ サブメニュー ] を押
し、再生設定を選択して、[ 決定 ] を押す

2 [ ∧ ]/[ ∨ ] で項目を選択して、[ 決定 ] を押
す
■ 1 コンテンツリピート :
選択した一つの動画の再生を繰り返します。

■ リピート :
フォルダ内にあるすべての動画の連続再生を繰り
返します。

■ オフ :
USB	メモリー等のUSB機器の場合、選択した動
画から一番新しい動画まで連続再生を続けます。
ネットワークメディアサーバー機器の場合、繰り
返し再生をしません。
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メディアプレーヤーで写真を見る
USB 機器内の写真を見る

オートメディアプレーヤーの画面が表示された場合は、
[ ∧ ]/[ ∨ ] で写真を見るを選択し [ 決定 ] を押して、
手順 4�から操作します。「写真再生」のマルチ表示画面
になります。

1 [ サブメニュー ] を押し、メディアプレーヤーを
選択し、［決定］を押す

2 [ ∧]/[ ∨]を押して、写真を選択して、［決定］
を押す

3 [ ∧ ]/[ ∨ ]/[ ≪ ]/[ ≫ ] を押して、再生した
い機器を選択して、［決定］を押す
接続した機器が1台の場合はそのまま [ 決定 ]を押し
ます。

4 [ ∧ ]/[ ∨ ]/[ ≪ ]/[ ≫ ] を押して、再生した
いフォルダーを選択して、［決定］を押す
機器によっては、この操作はありません。

5 [ ∧ ]/[ ∨ ]/[ ≪ ]/[ ≫ ] を押して、見たい写
真を選択して、［決定］を押す
・写真を一枚だけ拡大して表示します。
（シングル再生）
・[ ≪ ]/[ ≫ ]で前の写真や次の写真に切り換えるこ
とができます。マルチ表示画面に戻るには、[ 戻る ]
を押します。

お知らせ

●�写真の表示中は、音声出力（固定 /可変）端子から音
声信号は出力されません。

●�パソコンなどで編集した写真など、ファイルによって
は、表示できないものがあります。

●�大切なデータはバックアップを取っておくことをおす
すめします。

●�本機能を私的な目的以外でご使用にならないでくださ
い。著作権法違反になる場合があります。

自動的に順番に表示する
 （スライドショー再生）

● [ 緑 ] を押す。
選択中の写真から順番に表示されます。
・[ 青 ] を押すと、スライドショー再生を一時停止する
ことができます。もう一度を押すと再開されます。

・[ ≪ ]/[ ≫ ] で前の写真や次の写真に切り換えるこ
とができます。

・[ 緑 ] を押すと、シングル再生に戻ります。
・[ 黄 ] を押すと、マルチ表示画面に戻ります。

[ 決定 ]

[ 戻る ]

[ 赤 ]
[ 青 ]

[ 緑 ]
[ 黄 ]

[サブメニュー ]

[ 画面表示 ]

[∧][∨]
[＜][＞]
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写真を回転させるには
マルチ表示画面、シングル再生画面、スライドショー再
生画面で写真を回転させることができます。

● [ 赤 ] を押す。
押すごとに時計回りに90度ずつ回転させることがで
きます。

写真だけを表示するには
シングル再生画面、スライドショー再生画面に表示され
た写真以外の情報を消すことができます。

● [ 画面表示 ] を押す
もう一度 [ 画面表示 ]を押すと情報が表示されます。

マルチ表示画面の表示モードを切り換える
USB機器の場合に、マルチ表示画面の表示モードを切り
換えることができます。（ネットワークメディアサーバー
は「フォルダ別」の表示だけになります）

●�マルチ表示画面のときに [ 黄 ] を押す
押すごとに以下のシームレスまたはフォルダ別に切り
換わります。
■ シームレス :

第 1 階層にあるDCIMフォルダや、その中にある
第6階層までのフォルダに保存されている写真だ
けが最大1000枚まで表示されます。（シームレ
ス表示で写真が見つからないときは、自動でフォ
ルダ別表示に切り換えます）

■ フォルダ別 :
写真および、同じ階層にあるフォルダが合計
1000まで表示されます。
・フォルダーを開くには、[∧]/[∨]/[≪]/[≫]
でフォルダを選び [ 決定 ] を押します。

・上の階層に戻るときは [ 戻る ] を押します。

再生を繰り返す
シングル再生やスライドショー再生を繰り返すことがで
きます。設定した状態は本機に記憶されます。

1 マルチ表示、シングル再生、またはスライド
ショー再生画面のときに [ サブメニュー ] を押す

2 [ ∧ ]/[ ∨ ] を押して、再生設定を選択して、
［決定］を押す

3 [ ∧]/[ ∨]を押して、項目を選択して、［決定］
を押す
■ リピート :
フォルダ内にあるすべての写真の連続再生を繰り
返します。

■ シャッフル :
フォルダ内のすべての写真をランダムに再生します。

■ シャッフルリピート :
ランダム再生を繰り返します。

■ オフ :
繰り返し再生やランダム順再生をしません。

お知らせ

●�設定に従って、再生画面やマルチ画面にアイコンが表
示されます。

：�リピート　　　 ：�シャッフル

：�シャッフルリピート

スライドショーの表示間隔の設定をする
写真の表示が完了してから次の写真の表示が始まるまで
の時間を設定します。表示が完了するまでの時間は、写
真のファイルサイズによって異なります。設定した状態
は本機に記憶されます。

1�マルチ表示画面またはスライドショー再生画面
のときに [ サブメニュー ] を押す

2 [ ∧ ]/[ ∨ ] を押して、間隔設定を選択して、
［決定］を押す

3 [ ∧]/[ ∨]を押して、項目を選択して、［決定］
を押す
■ 速い :表示が完了してから約5秒後
■ 標準 :表示が完了してから約10秒後
■ 遅い :表示が完了してから約30秒後

マルチ表示画面の写真の並び順を変える
表示モードが「フォルダ別」のマルチ表示画面で、写真
の並べ替えができます。機器によっては、並べ替えがで
きないことがあります。

●�マルチ表示画面のときに [ 青 ] を押す
[ 青 ] を押すごとに、古い順と新しい順が交互に切
り換わります

機器を選び直す
1 マルチ表示のときに [ サブメニュー ] を押す

2 [ ∧ ]/[ ∨ ] を押して、機器選択を選択して、
［決定］を押す

機器の情報を確認する
●�マルチ表示のときに [ サブメニュー ] を押し、

機器の情報を選択して、[ 決定 ] を押す
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HDMI 連動 (CEC) 対応機器を操作する
HDMI ケーブルで接続する

本機とHDMI 連動 (CEC) 対応機器をHDMI ケーブル（市
販品）で接続して、映像、音楽を楽しむことができます。

接続を確認してください。（ 36ページ）

お知らせ

●�CEC リンクはHDMI-CEC�(Consumer�Electronics�
Control) と呼ばれる業界標準のHDMI によるコント
ロール方式です。

●�HDMI 連動 (CEC) を使うには、接続した機器側の設定
も必要です。詳しくは、各機器の取扱説明書をご覧く
ださい。

●�すべての機能が操作できるわけではありません。

リモコンで操作するための設定をする
1 [ 設定 ] を押し、その他の設定を選択し、外部

入力・HDMI 連動設定を選択し、HDMI 連動設
定を選択して、[ 決定 ] を押す

2 [∧]/[∨]を押し、各項目を選択して、[ 決定 ]
を押す
■ HDMI 連動機能 :

本機のリモコンでのHDMI 連動機器操作、ブルー
レイレコーダー等の録画・予約、および以下の各
種連動機能を使用するかどうかを設定します。

■ リモコン動作モード :
本機からの操作に対応したHDMI 連動対応機器を
接続している場合、連動機器優先に設定すると、
本機のリモコンで操作できる機能が増えます。

■ 連動機器→テレビ入力切換 :
連動機器の再生操作をしたときに、本機が自動的
に入力切換をして、その機器を選択する機能です。
本機の電源が「入」の場合に動作します。

■ 連動機器→テレビ電源 :
連動機器の再生操作をしたときに本機の電源が
「入」になる機能です。
● この機能と、「連動機器→テレビ入力切換」を「連

動する」に設定しておくと、本機の電源が「入」
になったあとに自動的に入力が切り換わります。

●�本体の電源ボタンで電源を切った場合、この機
能は働きません。リモコンの [ 電源 ] で電源を
「待機」にしてください。

■ テレビ→連動機器電源オフ :
本機の電源を「待機」にしたときに、連動機器の
電源も「待機」になる機能です。（録画中の機器など、
動作状態によっては「待機」にならないことがあ
ります）

[ 決定 ]

[ 設定 ]

[サブメニュー ]

[∧][∨]
[＜][＞]
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HDMI 連動機能を選ぶ
●	入力切換でHDMI 連動対応機器が接続された
入力を選び、[ サブメニュー ] を押して、機器
操作を選択して [ 決定 ] を押す
本機と HDMI ケーブルを使って接続した HDMI 連動
(CEC) 対応機器を操作するメニューを表示します。
接続している HDMI 連動 (CEC) 対応機器に応じたメ
ニューが表示されます。

レコーダーを操作

リンクメニュー

番組表

番組選択

予約一覧

セットアップメニュー

ドライブ切換

画面表示

電源

HDMI連動機器
（オーディオ機器）

HDMI連動機器
（ブルーレイレコーダー等）

HDMI連動機器
（ブルーレイプレーヤー等）

本機
[ 例 ]

● 本機の省エネ設定 やオフタイマーとも連動しま
す。（ 41ページ、54ページ）

■ サウンドシステム連動 :
テレビのリモコンでサウンドシステムのスピー
カーを操作する機能の設定をします。
・ 連動する
サウンドシステムのスピーカー切換と音量調
整を使用するときに選びます。

・ 連動しない
サウンドシステムのスピーカー切換や音量調
整を使用しないときに選びます。

■ 電源オン時優先スピーカー :
本機の電源オン時に優先するスピーカーを選択
します。サウンドシステム連動を連動するに設
定した場合に設定できます。
・ テレビスピーカー
本機のスピーカーから音声が出ます。

・ サウンドシステム
オーディオ機器の電源が「入」のときは、オー
ディオ機器のスピーカーから音声が出ます。

● サブメニューでスピーカーを一時的に切り換え
ることもできます。（ 108ページ）サブメ
ニューでスピーカを切換した場合は本機の電源
操作で、優先スピーカー設定で選択した状態に
戻ります。

■ サウンドシステム音声入力 :
連動機器を接続したHDMI 入力端子ごとに、
オーディオ機器の音声入力を設定することがで
きます。

■ 機器操作メニュー自動表示 :
使用するに設定すると、本機に接続したHDMI
連動 (CEC) 対応機器に入力を切り換えたとき
に、機器操作メニューを自動的に表示します。
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HDMI 連動 (CEC) 対応機器を操作する（つづき）

本機のリモコンでできるおもな操作
HDMI 連動機器を接続した場合、本機のリモコンで以下
の操作をすることができます。
※		以下は代表的な動作です。操作する機器によっては、
動作が異なる場合があります。

[  再生］ 番組を再生します。

［h 一時停止 ] 再生中に押すと一時停止になります。もう一度押すと、再生が再開されます。

［■］ 録画や再生を停止します。

［7］ 一つ先に進んで頭出し再生をします。

［6］ 前に戻って頭出し再生をします。

［f］ 再生中に押すと早送り再生になります。

［a］ 再生中に押すと早戻し再生になります。

[ ∧ ]・[ ∨ ]
[ ≪ ]・[ ≫ ] メニューなどで項目を選択します。

［決定］ 選択した内容を決定したり、選択した
操作を実行したりします。

［戻る］ 一つ前の操作に戻ります。

［青］・［赤］
［緑］・［黄］

各機器でカラーボタンに割り当てられ
た機能を操作します。

[ 音量 +]・
[ 音量ー ]

オーディオ機器の音量を調節します。

［消音］ オーディオ機器の音を消します。

[ 決定 ]

[ 消音 ]
[ 音量＋]

[ 音量－]

[ 戻る ]

[ 赤 ]
[ 青 ]

[ 緑 ]
[ 黄 ]

[ 一時停止 ]
[サーチ（早戻し／

早送り）]

[ 停止 ]

[ スキップ ]

[∧][∨]
[＜][＞]

[ 再生 ]
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本機のサーバー機能を使う
●�本機のサーバー機能を使うと、本機に接続された

USBハードディスクの録画番組を、ホームネットワー
ク上のDTCP-IP 対応 PC ソフトウェアやDTCP-IP
対応テレビなどで視聴することができます。

●�4K放送の録画番組はホームネットワーク上の機器で
視聴できません。また、4K放送以外でも一部の録画
番組が視聴できないことがあります。

接続を確認してください。（ 29ページ）

サーバー機能設定
1 [ 設定 ] を押し、ネットワーク・サービス設定
を選択し、外部連携設定を選択し、サーバー機
能設定を選択して、[ 決定 ] を押す

2 [∧]/[∨]を押し、各項目を選択して、[ 決定 ]
を押す

■ サーバー機能 :
本機のサーバー機能の使用方法を設定します。
・使用する（常時）
本機の電源が「待機」のときにもサーバー機
能を使用できます。

・使用する（標準）
本機の電源が「待機」の場合、配信や録画お
よびダビングをしていない状態が30分間続
くとサーバー機能が停止し、その後電源を入
れるまで配信できなくなります。

・使用しない
サーバー機能を使用しません。

サーバー機能を使用する場合、ネットワーク環
境によってはセキュリティ上の問題が起こる可
能性があります。状況に応じて、次の「アクセ
ス制限」および「アクセス機器の登録」の設定
をしてください。

■ アクセス制限 :
本機にアクセスできる機器（DTCP-IP 対応
PCソフトウェア、DTCP-IP 対応テレビ）を
制限するかしないかを設定します。
・制限する
次のアクセス機器の登録で登録した機器だけ
アクセスできます。

・制限しない
ネットワーク上のすべての機器からアクセス
できます。

お知らせ

●アクセス制限を制限しないに設定した場合、無線 LAN
環境や他の人の機器が接続されている可能性があるネッ
トワークでは、私的使用の範囲を超えて録画番組が他の
人に公開されるおそれがあります。ネットワークの安全
が確認できない場合には、制限するに設定します。

（次ページへつづく）

[決定 ]

[ 設定 ]

[∧][∨]
[＜][＞]
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本機のサーバー機能を使う（つづき）

■ アクセス機器の登録 :
アクセス制限を制限するに設定した場合、本機
にアクセスする機器を登録または解除します。
機器はMACアドレスで特定されます。機器の
MACアドレスの確認方法は、機器の取扱説明
書でご確認ください。
① [ ∧ ]/[ ∨ ] を押して、登録したい機器を選

択する
「 」マークが付きます。もう一度押すと消えます。
② 登録・解除の設定がすべて終わったら [ ∧ ]/

[ ∨ ]/[ ≪ ]/[ ≫ ]を押して、登録を選択して、
[ 決定 ]を押す

■ 視聴制限番組の配信 :
視聴制限番組を配信するかしないかを設定します。
・ 配信する :
視聴制限番組をネットワーク上の機器に配信
します。

・ 配信しない :
視聴制限番組はネットワーク上の機器に配信
されません。

本機のリモート電源オン機能を設定する
1 [ 設定 ] を押し、ネットワーク・サービス設定
を選択し、外部連携設定を選択し、リモート電
源オン設定を選択し外部機器から電源オンを選
択して、[ 決定 ] を押す

2 [ ∧ ]/[ ∨ ] を押し、オンまたはオフを選択
して、[ 決定 ] を押す
オンに設定すると、スマートフォンの対応アプリから
テレビの電源を「入」にすることができます。

本機の名称
ホームネットワークに接続された機器から本機を識別す
るための情報（デバイスネーム）を設定することができ
ます。

1 [ 設定 ] を押し、ネットワーク・サービス設定
を選択し、外部連携設定を選択し、本機の名称
を選択して、[ 決定 ] を押す

2 文字入力画面で新しい名前を入力する
（「文字の入力のしかた」 50ページ）

本機から起動する機器を登録する
1 [ 設定 ] を押し、ネットワーク・サービス設定
を選択し、外部連携設定を選択し、リモート電
源オン設定を選択して、[ 決定 ] を押す

2 [ ∧ ]/[ ∨ ] を押し、外部機器を電源オンを
選択して、[ 決定 ] を押す
「外部機器を電源オン」の画面が表示されます。対象
機器がない場合は、内容が空欄になります。

3 本機から起動する機器を [∧]/[∨]で選択し、
[ 決定 ] を押す（登録する）
「 」マークが付きます。もう一度押すと消えます。

「Wake	on	LAN」の欄の「対応」は、対応機器とし
て本機が認識できた場合に表示されます。対応機器で
あっても本機が認識できない場合は表示されません。

4 [ ∧ ]/[ ∨ ]/[ ≪ ]/[ ≫ ] を押して、登録を選
択して、［決定］を押す

再生時の機器選択について
●�本機の番組再生などの際に、登録した機器が起動して

いない場合は「機器選択」の画面に薄くなって表示さ
れます。その機器を選択して [ 決定 ] を押すと「Wake�
on�LAN」の画面が表示されます。

●�「Wake�on�LAN」の画面ではいを選んで [ 決定 ] を
押すと、機器を起動することができます。

お知らせ

●�登録した機器がWake�on�LANに対応していない場合
は起動できません。

●�登録した機器がWake�on�LANに対応していても、機
器の状態によって起動できないことがあります。
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設定メニューについて
本機をご使用いただく上での基本的な設定は、設定メ
ニューを使って設定できます。

基本的な操作
設定メニュー中の操作方法は、原則的に以下の操作の組
み合わせで行います。

1 [ 設定 ] を押すと設定メニューが表示される

2 [ ∧ ]/[ ∨ ] を押して項目を選び、[ 決定 ] を
押す

3 [ ∧ ]/[ ∨ ] または [ ≪ ]/[ ≫ ] を押し、項目
を選択して、[ 決定 ] を押す

4 [ 戻る ] を押すと1つ前の画面に戻る

［設定］をもう一度押すと、メニュー表示が消えます。

お知らせ

●�現在選択されている画面で設定できない項目は薄く表示
されます。

設定メニュー

設定項目 設定内容 ページ

映像設定 映像に関連する設定を
します。 （ 95ページ）

音声設定 音声に関連する設定を
します。 （ 98ページ）

録画・
再生設定

録画・再生に関連する
設定をします。 （ 100ページ）

ネットワーク・
サービス設定

ネットワーク接続や、動
画配信サービスなどに
関連する設定をします。

（ 101ページ）

放送受信設定

放送受信、アンテナ設
定、リモコンボタンに
関連する設定をします。
またB-CASカード情報
を見ることができます。

（ 103ページ）

初期設定
「はじめての設定」や「か
んたんネットワーク設
定」を行います。

（ 104ページ）

その他の設定
視聴制限設定、HDMI
連動設定、設定の初期
化などをします。

（ 104ページ）

メニュー中の基本操作
[ 設定 ]
メニューの表示 /非表示
[ ∧]/[ ∨]/[ ≪ ]/[ ≫ ]
項目の選択、調整

[ 決定 ]
選択の決定

[ 戻る ]
選択 ･ 調整を確定し、
一つ前の画面に戻る

[ 決定 ]

[ 設定 ]

[ 戻る ]

[∧][∨]
[＜][＞]



95

設
定
を
す
る

映像設定

設定項目 切換項目 設定内容
映像メニュー （ 右記 [ 別表 1]）

明るさ 0～ 100
お好みに合わせて見やす
い明るさに調整します。
映像メニューが自動以外
のときに表示されます。

画面の明るさ −15～＋15

お好みに合わせて見やす
い明るさに調整します。
明るさ検出がオンに設定
されているときに表示さ
れます。

お 好 み 調 整 /
映像調整 （ 96ページ [ 別表 2]）

倍速モード

(映像メニュー
がゲーム以外の

とき）

クリアスムーズ/
スムーズ /
フィルム /
オフ

映像メニューに合わせて倍
速処理をします。
クリアスムーズ :
映画やアニメが最もなめ
らかな動きで表示されま
す。
スムーズ :
映画やアニメがなめらか
な動きで表示されます。
フィルム :
映画やアニメのオリジナ
ルの動きを忠実に再現し
ます。
オフ :
補間映像の挿入は行わず、
元の入力映像をそのまま
表示します。

倍速モード

(映像メニュー
がゲームのとき）

ゲームダイレクト /
ゲームスムーズ

ゲームダイレクト :
補間映像の挿入は行わず、
元のゲーム映像をそのま
ま表示します。
ゲームスムーズ :
補間映像を挿入すること
で倍速処理を行い、ソー
ス機器の映像をなめらか
な動きで表示します。

低遅延モード オン /オフ
画像処理による表示の遅
延時間を短縮します。
オンにすると低遅延モー
ド機能が働きます。

明るさ検出 オン /オフ

オンにすると明るさセン
サーで検出した周囲の明
るさに応じて、画面の明
るさが自動で調整されま
す。映像メニューで自動
を選択したときは設定で
きません。

お知らせ

●低遅延モードがオンの場合、倍速モードは変更できま
せん。設定値は「オリジナル」を表示します。

設定メニューから設定をする
[ 別表 1] 映像メニュー

設定項目 設定内容

自動 映像の内容と周囲の明るさに合わせて、常
に見やすい画質に自動調整されます。

ダイナミック 日中の明るいリビングで、迫力ある映像を
楽しむときに適した設定です。

スタンダード
室内で落ち着いた雰囲気で楽しむときに適
した設定です。（日常、ご家庭で使用すると
きの推奨設定です）

スポーツ スポーツ番組などを見るときに適した設定
です。

映画 映画を見るときに適した設定です。（暖か味
のある色あいが再現されます）

ゲーム
ゲームのレスポンスを重視した、ゲームを
するのに適した設定です。（HDMI 入力、
ビデオ入力のときに選択できます）

お知らせ

●映像メニューは、放送 /再生の映像や各入力端子・写
真再生の映像、信号特性などでそれぞれ記憶させるこ
とができます。

（次ページへつづく）
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設定メニューから設定をする（つづき）

映像設定（つづき）

[ 別表 2] お好み調整 / 映像調整
設定項目 切換項目 設定内容

黒レベル −50～＋50
映像の暗い部分（黒）の
再現性（明るさ）を調整
します。

色の濃さ −50～＋50 映像の色の濃さを調整し
ます。

色あい −50～＋50 肌の色に注目して、色あ
いを調整します。

精細感・
ノイズ調整 （ 右記 [ 別表 3]）

コントラスト
感調整 （ 97ページ [ 別表 4]）

色詳細調整
（色温度）

オート /手動

画面全体の色味を調整し
ます。
オート :
色味を自動で調整します。
手動 :
映像メニューが自動のと
き、− 05	～	+05	で調
整します。
映像メニューが自動以外
のとき、0	～ 10	で調整
します。調整値が小さく
なるほど暖色系、大きく
なるほど寒色系になりま
す。
[ 青 ]を押すと R ゲイン
（赤）、G ゲイン（緑）ま
たは B ゲイン（青）個別
の設定に切り換えること
ができます。明るい部分
の色温度を微調整します。
調整範囲は−30～＋30
で、調整値が大きくなる
ほど、選んでいる色の色
味が強くなります。

映像調整を初
期値に戻す はい /いいえ

映像調整の内容を、お買
い上げ時の設定に戻しま
す。

お知らせ

●�映像を調整すると、そのときに選択していた「映像メ
ニュー」に調整状態が記憶され、「映像メニュー」の表
示に「：メモリー」が加わります。

●�調整状態は、放送 /再生や各入力端子、写真再生など
の区分ごとに記憶されます。たとえば、（放送 /再生）
の「自動：メモリー」と（HDMI1）の「自動：メモリー」
は、異なる調整をして記憶させることができます。

[ 別表 3] 精細感・ノイズ調整

設定項目 切換項目 設定内容
シャープネス −50～＋50 映像の鮮明さを調整します。
レゾリュー
ションプラス
設定

（ 97ページ [ 別表 5]）

ダイナミック
NR オート /手動

映像のざらつきやちらつ
きを減らす機能です。映
像メニューがゲーム以外
のときに設定できます。
オート :
映像の種類に応じて自動
的に制御されます。
手動 :
「0」で効果がオフになり
ます。「10」で効果が最
大になります。通常はオー
トに設定してください。
効果を強くすると残像が
目立つことがあります。

４Ｋノイズ
クリア オート /手動

映像の輪郭部周辺に現れ
るモスキートノイズを減
らす機能です。
オート :
映像の種類に応じて自動
的に制御されます。
手動 :
「0」で効果がオフになり
ます。「10」で効果が最
大になります。

お知らせ

●�視聴する映像の種類および映像メニューの設定によっ
ては調整や設定ができない項目があります。

●�ダイナミックNRは映像メニューがゲーム以外のとき
に設定できます。
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[ 別表 4] コントラスト感調整
設定項目 切換項目 設定内容

ＨＤＲ
エンハンサー

オート /オン /	
オフ

オート :
映像の種類に応じて自動
的に制御されます。
オン :
映像の明るい領域を復元
し表現領域を拡大します。
オフ :
手動で調整します。

ユニカラー −50～＋50
映像のコントラスト、明
るさ、色の濃さをバラン
スよく同時に調整します。

ガンマ調整 −10～＋10
映像の暗い部分と明るい
部分の階調のバランスを
調整することができます。

お知らせ

●�視聴する映像の種類および「映像メニュー」の設定に
よっては調整や設定ができない項目があります。

[ 別表 5] レゾリューションプラス設定
設定項目 切換項目 設定内容

レゾリュー
ションプラス オン /オフ

緻密で精細感のある映像
を表示します。レゾリュー
ションプラスの機能を使
うかどうかを設定します。
オフに設定した場合は、
ゲイン調整を調整できま
せん。
オン :
映像の種類に応じて自動
的にレゾリューションプ
ラスの機能が働きます。
オフ :
この機能は働きません。

ゲイン調整

−5～＋5
(映像メニュー
が自動のとき）

0～10
(映像メニュー
が自動以外の
とき）

レゾリューションプラス
の効果（強さ）を調整し
ます。数値が大きくなる
ほど、映像の精細感が強
調されます。

お知らせ

●�映像によっては、効果がわかりにくい場合があります。
●�レゾリューションプラスと同じ高画質処理機能を持っ
た機器を接続した場合、画面のノイズが目立つことが
あります。その場合には、本機のレゾリューションプ
ラス、または、接続した機器の高画質処理機能をオフ
にしてください。
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オート
ボリューム オン /オフ

オンにするとコンテンツ
の違いなどで生じる音量
差を調整して、音声を聴
きやすくします。

左右バランス （左）20～
20（右）

スピーカー、ヘッドホン
の左右の音量バランスを
調整します。

ドルビー
DRC 強 /弱

コンテンツの違いなどで
生じる音量差を調整して、
音声を聴きやすくします。
HDMI 入力端子やホーム
ネットワークに接続した
機器から、ドルビーデジ
タルやドルビーデジタル
プラスで記録されたコン
テンツが入力された場合
にだけ機能します。（機器
からドルビーデジタルや
ドルビーデジタルプラス
の音声信号が出力される
よう接続機器側で設定し
てください）
強 :
音声レベルの補正効果が
強く働きます。
弱 :
音声レベルの補正効果が
弱く働きます。

音声出力詳細
設定 （ 99ページ [ 別表 6]）

お知らせ

●�見る番組の種類に応じて、お好みの音声メニューを選
ぶことができます。

●�映像メニューでゲームが選択されているときは、音声
メニューでクリア音声は選択できません。

●�外部入力を選んでいるときは、自動を選択できません。

●�調整や設定をすると、そのときに選択していた「音声
メニュー」に調整・設定状態が記憶され、「音声メニュー」
の表示に「：メモリー」が加わります。

●�調整・設定状態は、入力端子などの区分ごとに記憶さ
れます。たとえば、（放送 /再生）の「ダイナミック：
メモリー」と（HDMI1）の「ダイナミック：メモリー」
は、異なる調整をして記憶させることができます。

音声設定

設定項目 切換項目 設定内容

音声メニュー

自動 /
ダイナミック /
スタンダード /
クリア音声 /
映画

[ ≪ ]/[ ≫ ]を押して、
見る番組の種類に応じて、
お好みの音声メニューを
選ぶことができます。
自動 :
番組のジャンルに合わせ
て本機が音質を自動調整
します。
放送を視聴するときに選
択できます。
ダイナミック :
音楽やドラマなどを楽し
むときに適した設定です。
スタンダード :
ニュースや情報番組など
を楽しむときに適した設
定です。
クリア音声 :
人の声を強調して、声を
聴きやすくします。
映画 :
映画を鑑賞するときに適
した設定です。

低音強調

自動 /オフ
（音声メニューが
自動とき）

強 /弱 /オフ
（音声メニューが
自動以外のとき）

自動 :
低音の強さを自動で調整
します。
強 / 弱 :
低音の強さを調整します。

イコライザー

150,	500,	
1.5k,	5k,	10k	
Hz の各周波数

で
−20～+20

イコライザーで音質をよ
り詳細に調整できます。

サラウンド

自動 /オフ
（音声メニューが
自動のとき）

ライブ/シネマ/
オフ

（音声メニューが
自動以外のとき）

ステレオ音声に、広がり
を持たせます。
自動：
ステレオ放送や、接続機
器からのステレオ信号で、
左右への広がりが出ます。
ライブ：
ステレオ放送や、接続機
器からのステレオ信号で、
左右への広がりが出ます。
シネマ：
ステレオ放送や、接続機
器からのステレオ信号で、
左右への広がりに合わせ
て、奥行き感も加わりま
す。
オフ：
この機能は働きません。

設定メニューから設定をする（つづき）



99

設
定
を
す
る

[ 別表 6] 音声出力詳細設定
設定項目 切換項目 設定内容

デジタル音声
出力

PCM/ビット
ストリーム

光デジタル音声出力端
子 ま た は HDMI 入 力
1(ARC) 端子から出力す
る音声信号の設定です。
PCM:
常にリニア PCM信号が
出力されます。
オーディオ機器がリニア
PCM信号だけに対応して
いる場合は、この設定に
します。
ビットストリーム :
オート :
信号が自動で出力されま
す。
Dolby Audio 変換 :
Dolby 信号に変換して出
力します。
デジタルスルー :
AAC や Dolby 信号がそ
のまま出力されます。

デジタル音声
出力タイミン
グ

−5～0

光デジタル音声出力端子
とHDMI 入力 1(ARC) 端
子から出力するデジタル
音声信号のタイミングを
設定することができます。
数値が小さくなるほど、
音声を出力するタイミン
グが早くなります。

ヘッドホン／
音声出力設定 （ 右記 [ 別表 7]）

テレビ設置
設定

スタンド /
壁掛け

本機の設置状況に合わせ
た音質に設定します。

お知らせ

●�非対応の音声フォーマットを対応と通知してくるARC
対応機器もあります。その場合、非対応音声フォーマッ
トの再生中は音が出なくなります。

●�本機から出力されるデジタル音声は、デジタル音声出
力設定をＰＣＭ以外に設定するとコンテンツによって
はオーディオ機器（AVアンプなど）で正常に再生で
きない形式があります。

[ 別表 7] ヘッドホン／音声出力設定
設定項目 切換項目 設定内容

出力設定 ヘッドホン /
外部スピーカー

ヘッドホン／音声出力端
子に接続する機器にあわ
せて設定します。
※	ヘッドホンで聴くとき
は、必ずヘッドホンに設
定してください。
ヘッドホン :
音声出力端子にヘッドホ
ンを接続する場合に選択
します。
外部スピーカー :
音声出力端子に AV アン
プやミニコンポなどを接
続する場合に選択します。

ヘッドホン
出力設定
（出力設定で
ヘッドホンを
選んだときに
設定できま
す。）

通常モード /
音声同時出力
モード

通常モード :
音声出力端子にヘッドホ
ンを接続すると、本機の
スピーカーからの音が消
え、ヘッドホンから音が
聞こえます。
音声同時出力モード :
音声出力端子にヘッドホン
を接続すると、本機のス
ピーカーとヘッドホンの両
方から音が聞こえます。

外部スピー
カー出力設定
（出力設定で
外部スピー
カーを選んだ
ときに設定で
きます。）

固定 /可変

固定 :
音声出力端子から一定の
音量レベルで音声が出力
されます。外部接続機器
で音量を調節してくださ
い。
可変 :
音声出力端子からの音量
を本機のリモコンで調節
することができます。
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設定メニューから設定をする（つづき）

録画・再生設定

設定項目 切換項目 設定内容
通常録画用
USB ハード
ディスク設定

（ 下記 [ 別表 8]）

録画設定 （ 右記 [ 別表 9]）

オートメディ
アプレーヤー オン /オフ

オンにすると、放送・外
部入力の視聴時にUSBメ
モリーを接続したときに、
操作の選択メニューが表
示されます。

SeeQVault
対応 SD カー
ド設定

−

SeeQVault ™ 対 応 SD
カードリーダーが接続さ
れているとき、SD メモ
リーカードを初期化した
り、SD メモリーカード
名を変更したりすること
ができます。

[ 別表 8] 通常録画用 USB ハードディスク設定
設定項目 切換項目 設定内容

機器の登録 −

通常録画用機器の一覧が
表示されます。[ 赤 ]を押
すと選択した機器の登録
解除ができます。また [ 決
定 ]を押すと接続中の機器
の登録名変更ができます。

省エネ設定 オン /オフ

オン :
USB ハードディスクの電
源は、使用しない状態がし
ばらく続くと待機状態にな
り、使う操作をすると自動
的に「入」になります。
オフ :
本機の電源が「入」のとき、
USBハードディスクの電
源は常時「入」の状態です。

機器の取り
はずし −

USBハードディスクの電
源を切ったり、接続ケー
ブルを抜いたりするとき
に行います。
（ 54ページ）

動作テスト −

ＵＳＢハードディスクが
正しく動作するかテスト
をします。
（ 55ページ）

録画番組の
修復 −

再生できない録画番組の
修復を試みます。
（ 65ページ）

機器の初期化 −

ＵＳＢハードディスクの
情報をすべて削除し初期
化します。
（ 55ページ）

お知らせ

●�正常に使用できなくなったUSBハードディスクは、
初期化をすれば使用できるようになることがあります。

[ 別表 9] 録画設定
設定項目 切換項目 設定内容

録画先機器の
設定 −

複数の USB ハードディ
スクを本機に登録してい
る場合に、録画に使用す
る機器を設定します。
（ 53ページ）

マジックチャ
プター設定

本編 /音楽 /本
編と音楽 /オフ

シーンの変わり目でチャ
プター分割（章分け）さ
れるように設定できます。
（チャプター分割をする
と、再生時にチャプター
スキップができるように
なります）
本編 :
本編と CMの間でチャプ
ター分割されます。
音楽 :
楽曲の前後でチャプター
分割されます。
本編と音楽 :
上記の両条件でチャプ
ター分割されます。
オフ :
チャプター分割をしませ
ん。
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ネットワーク・サービス設定

設定項目 切換項目 設定内容
ネットワーク
接続設定 （  右記　[ 別表 10]）

外部連携設定 （  右記　[ 別表 11]）
スマート 
スピーカー 
連携設定

（  102ページ　[ 別表 12]）

Netflix 設定
ESN表示 /	
ログイン設定の

初期化

ESN 表示 :
ESN 情報が表示されま
す。
ログイン設定の初期化 :
はいを選択して [ 決定 ]
を押すと、ログイン設定
が初期化されます。

ひかり TV 
設定 −

ひかり TV に関する設定
をします。
（  80ページ）

ネットワーク
サービス情報
の初期化

はい /いいえ

動画配信サービスのログ
イン情報などを削除しま
す。
※ �Netflix など、一部初
期化されない動画配信
サービスがあります。

[ 別表 10]　ネットワーク接続設定
設定項目 切換項目 設定内容

かんたんネッ
トワーク設定 −

はじめてネットワークの
設定をするときや、ネッ
トワークの設定をし直す
ときなどに、設定します。
（  38ページ）

詳細設定 （  102ページ　[ 別表 13]）

接続テスト −

「ネットワーク設定」が正
しいかテストします。テ
ストが終わると「接続テ
スト結果」画面が表示さ
れます。「インターネット
に接続できました。」と表
示された場合は、「決定」
を押します。

ネットワーク
情報 − ネットワークの情報を表

示します。

[ 別表 11]　外部連携設定
設定項目 切換項目 設定内容

サーバー機能
設定

使用する（常時）/
使用する（標準）/
使用しない

本機のサーバー機能に関
する設定をします。
（  91ページ）リモート電源

オン設定

外部機器から電
源オン /外部機
器を電源オン

本機の名称 −

ホームネットワークに接
続された機器から本機を
識別するための情報（デ
バイスネーム）を設定す
ることができます。
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設定メニューから設定をする（つづき）

[ 別表 13] 詳細設定
設定項目 切換項目 設定内容

接続方法 有線 LAN/
無線 LAN

有線 LAN、無線 LAN の
どちらで接続するかを設
定します。

無線 LAN
設定

自動設定 /手動
設定 /無線 LAN
設定の初期化

自動設定 :
（ 74ページ）
手動設定 :
（ 74ページ）
無線 LAN 設定の初期化 :
はいを選択し [ 決定 ]を
押すと、お買い上げ時の
状態に戻ります。

アドレス設定
( ＩＰｖ 4) −

インターネットに接続す
るために、本機に割り当
てられる固有の番号を設
定します。
（ 75ページ）

ＩＰｖ６接続 利用する /
利用しない

IPv6 アドレスを用いて
ネットワークに接続する
場合に設定します。
（ 75ページ）

アドレス設定
( ＩＰｖ６) −

IPv6 で接続するときに、
本機に割り当てられる固
有の番号を設定します。
（ 76ページ）

ネットワーク・サービス設定（つづき）

[ 別表 12] スマートスピーカー連携設定
設定項目 切換項目 設定内容

スマート
スピーカー
連携

−

スマートスピーカーの連
携機能を設定します。ス
マートスピーカーの設定
をするアプリ上で、本機
に表示された 8桁の連携
コードを入力します。

スマートス
ピーカー連携
の解除

はい /いいえ スマートスピーカーとの
連携を解除します。

電源待機中の
操作

受け付ける /
受け付けない

本機が電源待機中にス
マートスピーカーから電
源を ｢ 入 ｣ にする操作を
受け付けるかどうかを設
定します。

お知らせ

●�スマートスピーカーを設定するスマートフォンアプリ
で、「ハイセンス」を検索します。見つかったらリンク
ボタンをタップし、リンク画面に8桁の連携コードを
入力してテレビとリンクします。
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放送受信設定

設定項目 切換項目 設定内容

地上デジタル
設定

地上デジタル	
アンテナ設定 /
地上デジタル	
スキャン設定

（  右記　 
[ 別表 14, 15]）

ＢＳ・１１０
度ＣＳアンテ
ナ設定

−

衛星アンテナ電源供給 :
する /しないを選択しま
す。マンションなどで、
他の機器からアンテナに
電源が供給されていると
きは、しないに設定しま
す。

ＢＳ / ＣＳ  
４Ｋ設定

ＢＳ /ＣＳ ４Ｋ
アンテナ設定

（  右記　[ 別表 16]）

ＢＳ /ＣＳ ４Ｋ	
 受信環境確認

現在の受信環境でBS/
CS4K 放送が視聴できる
か確認します。

リモコン 
ボタン設定

チャンネル	
ボタン設定 /
チャンネル	
スキップ設定

（  104ページ　　 
[ 別表 17, 18]）

データ放送 
設定

地域設定 /	
郵便番号 /	

文字スーパー表示/	
文字スーパー言語/	
ルート証明書番号

● �お住まいの地域に応じ
たデータ放送や緊急警
報放送などを視聴する
ための設定です。

●�はじめての設定で設定
した状態から変更した
いときに設定します。

ルート証明書番号：
双方向サービスで、本機
と接続するサーバーの認
証をする際に使用される
ルート証明書の番号を確
認することができます。

Ｂ―ＣＡＳ 
カード情報 −

B-CAS カードの状態や
ID 番号などをテレビ画面
で確認することができま
す。

ＢＳ / ＣＳ  
４Ｋ視聴 
チップ 
(ACAS) 情報

−

4K放送を見るには
ACAS番号の登録や、
ACAS番号でのお申込み
が必要になる場合があり
ます。ACAS番号をテレ
ビ画面で確認することが
できます。

[ 別表 14]　地上デジタルアンテナ設定
設定項目 切換項目 設定内容

地上デジタル
アッテネー
ター

オン /オフ
信号強度が高すぎて受信
障害が発生している場合
は、オンにします。

伝送 
チャンネル −

電波の強さを確認するた
めに、お住まいの伝送チャ
ンネルを選択します。

[ 別表 15]　地上デジタルスキャン設定
設定項目 切換項目 設定内容

初期スキャン −

「はじめての設定」の「① 
地上デジタルチャンネル
設定」で行われる「初期
スキャン」だけをやり直
すことができます。

再スキャン −

放送局が増えたなど、放
送チャンネルに変更が
あったときに、ワンタッ
チ選局ボタンに設定でき
ます。

自動スキャン する /しない

本機の電源が「待機」の
ときに自動的に探し、変
更されたチャンネルがあ
ればワンタッチ選局ボタ
ンに自動で設定されます。

[ 別表 16]　ＢＳ / ＣＳ ４Ｋアンテナ設定
設定項目 切換項目 設定内容

衛星アンテナ
電源供給 する /しない

マンションなどで、他の
機器からアンテナに電源
が供給されているときは、
しないに設定します。

トランスポン
ダ −

衛星の故障ですべての放
送が受信できなくなった
とき他のトランスポンダ
に切り換えられます。通
常は切換の必要はありま
せん。

衛星周波数 −

衛星の故障ですべての放
送が受信できなくなった
とき他の偏波、周波数に
切り換えられます。通常
は切換の必要はありませ
ん。
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初期設定

設定項目 切換項目 設定内容

はじめての
設定

−

引 越 な ど で、 は じ め
て の 設 定 を し 直 す と
きなどに設定します。
（ 37ページ）

かんたん
ネットワーク
設定

はじめてネットワークの
設定をするときや、ネッ
トワークの設定をし直す
ときなどに設定します。
（ 38ページ）

その他の設定

設定項目 切換項目 設定内容

視聴制限設定

放送視聴制
限設定 /

インターネット
制限設定 /
暗証番号設定 /
暗証番号削除

（ 105ページ
[ 別表 19]）

外部入力・
ＨＤＭＩ連動
設定

外部入力設定 /
HDMI 連動設定

（ 105ページ
[ 別表 20]）

（ 106ページ
[ 別表 21]）

パネル
メンテナンス − （ 123ページ

詳細機能設定 省エネ設定 /
リモコン設定

（ 107ページ
[ 別表 22]）

ソフトウェア
のダウンロー
ド

自動ダウンロー
ド /ソフトウェ
アの更新確認

自動ダウンロード :
す るにすると、電源が
｢切 ｣のときに、デジタル
放送またはネットワーク
から、新しいソフトウェ
アを自動的にダウンロー
ドし、更新します。[ 青 ]
を押すと、ダウンロード
日時を表示します。
ソフトウェアの更新確認 :
ソフトウェアの更新情報
が確認できます。自動ダ
ウンロードができない場
合など、最新のソフトウェ
アをダウンロードして更
新します。

本機の情報 − 本機の情報を確認するこ
とができます。

ソフトウェア
のライセンス
情報

−
本機に組み込まれたソフ
トウェアのライセンス情
報を確認することができ
ます。

放送受信設定（つづき）

[ 別表 17] チャンネルボタン設定
設定項目 切換項目 設定内容

地上デジタル

−

お好みで、リモコンのワ
ンタッチ選局ボタン [1]
～	[12]で選局するチャ
ンネルを変更したり、空
いているワンタッチ選局
ボタンに設定を追加した
りすることができます。
変更したいチャンネルを
選択して、[ 決定 ]を押し
ます。新しいチャンネル
を選択して、[ 決定 ]を押
します。

ＢＳ

１１０度ＣＳ

ＢＳ / ＣＳ 
４Ｋ

[ 別表 18] チャンネルスキップ設定
設定項目 切換項目 設定内容

地上デジタル

する /しない

[ チャンネル }]/[ チャン
ネル {]で選局するとき
に、視聴しないチャンネ
ルを飛ばすことができま
す。
飛ばしたいチャンネルを
選択して、[ 決定 ]を押し
ます。続けて操作ができ
ます。

ＢＳ

１１０度ＣＳ

ＢＳ / ＣＳ 
４Ｋ
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設定の初期化
初期化1/	
初期化2/	

すべての初期化

初期化 1:
地上デジタルスキャン設
定、リモコンボタン設定、
自動削除設定、暗証番号
入力が必要な設定は初期
化されません。
初期化 2:
自動削除設定、暗証番号
入力が必要な設定は初期
化されません。
すべての初期化 :
すべての情報をお買い上
げ時の状態に戻し、個人
情報を消去します。本機
を廃棄処分する場合や他
の人に譲り渡す場合にだ
け行ってください。

[ 別表 19]　視聴制限設定
設定項目 切換項目 設定内容

放送視聴制限
設定

4歳〜	
20歳（制限し

ない）

暗証番号を設定していな
い場合は、先に暗証番号
を設定します。

インターネッ
ト制限設定

制限する /	
制限しない

暗証番号を設定していな
い場合は、先に暗証番号
を設定します。
制限する :
ネットワークサービスを
使用するとき、暗証番号
の入力が必要になります。
制限しない :
ネットワークサービスを
使用するとき、暗証番号
の入力により、制限をか
けるかの設定をします。

暗証番号設定

−

使用したい暗証番号を数
字 4桁で入力します。変
更する場合は現在の暗証
番号を先に入力します。

暗証番号削除
削除したい暗証番号を数字
4桁で入力します。現在の
暗証番号を入力します。

[ 別表 20]　外部入力設定
設定項目 切換項目 設定内容

外部入力表示
設定

ブルーレイ /	
ＤＶＤ /ＶＴＲ /
ＣＡＴＶ /	
ゲーム /	

チューナー / 	
ＰＣ /	

ムービーカメラ/	
表示しない

入力切換をしたときに表
示される機器の名称（ブ
ルーレイ、DVDなど）を
変更することができます。
( 外部入力端子毎に設定で
きます。）

外部入力 
スキップ設定 する / しない

入力切換をするときに、
使っていない入力を自動
でスキップする（飛び越
す）ことができます。
飛ばしたい入力を選択し
て、[ 決定 ] を押します。
続けて操作ができます。
( 外部入力端子毎に設定で
きます。）

ＨＤＭＩ自動
画質モード設
定

コンテンツ連動
オン / 	

自動ゲーム	
モード / オフ

HDMI 入力端子に入力さ
れる映像に適した画質に
なるように設定すること
ができます。
(HDMI 入力端子毎に設定
できます。）
コンテンツ連動オン :
入力映像に「映画」など
のコンテンツタイプを識
別する情報がある場合に、
そのタイプに適した画質
に自動調整されます。
自動ゲームモード :
入力映像がRGB信号の場
合に、映像メニューが自
動的にゲームになります。
オフ :
この機能は働きません。

ＲＧＢレンジ
設定

オート /フルレ
ンジ /リミテッ
ドレンジ

本 機 に HDMI 入 力 の
RGB レンジを自動識別で
きない機器を接続してい
る場合は、機器の仕様に
合わせて設定します。
(HDMI 入力端子毎に設定
できます。）
オート :
自動切換になります。
フルレンジ :
RGB レンジが 0～ 255
の機器の場合に選びます。
リミテッドレンジ :
RGBレンジが16～
235の機器の場合に選び
ます。
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設定メニューから設定をする（つづき）

[ 別表21] HDMI 連動設定
設定項目 切換項目 設定内容

HDMI
連動機能

使用する /
使用しない

本機のリモコンで HDMI
連動機器操作、および以
下の各種連動機能を使用
するかどうかを設定しま
す。

リモコン動作
モード

テレビ優先 /
連動機器優先

本機からの操作に対応し
たHDMI 連動対応機器を
接続している場合、連動
機器優先に設定すると、
本機のリモコンで操作で
きる機能が増えます。

連動機器→
テレビ入力
切換

連動する /
連動しない

連動機器の再生操作をし
たときに、本機が自動的
に入力切換をして、その
機器を選択する機能です。
本機の電源が「入」の場
合に動作します。

連動機器→
テレビ電源

連動する /
連動しない

連動機器の再生操作をし
たときに本機の電源が
「入」になり、連動機器の
電源を「待機」にしたと
きに本機の電源も「待機」
になる機能です。この機
能と、連動機器→テレビ
入力切換を連動するに設
定しておくと、本機の電
源が「入」になったあと
に自動的に入力が切り換
わります。

テレビ→連動
機器電源オフ

連動する /
連動しない

本機の電源を「待機」に
したときに、連動機器の
電源も「待機」になる機
能です。（録画中の機器な
ど、動作状態によっては
「待機」にならないことが
あります）本機の省エネ
設定やオフタイマーとも
連動します。

サウンド
システム連動

連動する /
連動しない

テレビのリモコンでサウ
ンドシステムのスピー
カーを操作する機能の設
定をします。
連動する :
サウンドシステムのス
ピーカー切換と音量調整
を使用するときに選びま
す。
連動しない :
サウンドシステムのス
ピーカー切換や音量調整
を使用しないときに選び
ます。

その他の設定（つづき）

[ 別表20]　外部入力設定（つづき）
設定項目 切換項目 設定内容

HDMI ＊
モード選択

高速信号モード/
通常モード /
互換性優先モー

ド

現在選択している入力に
接続中のHDMI 機器から
の映像が正しく表示され
ないときに切り換える設
定です。
「＊」は現在選ばれている
HDMI 入力の番号になり
ます。
高速信号モード :4K 映像
に対応している機器から
の 4K 映像をより高精細
に再生できるモードです。
通常モード :「高速信号
モード」で映像や音声が
正しく出力されないとき
に選びます。
互換性優先モード :「通常
モード」で映像や音声が
正しく出力されないとき
に選びます。
※ 4K 映像信号には対応
していません。

Dolby 
Digital Plus 
入力設定

連動する / 
連動しない

HDMI 端子の入力設定を
Dolby Digital Plus 対応
サウンドシステムと連動
するかどうかを設定しま
す。
連動する :
本 機 の HDMI 入 力 1 
(ARC) 端子に接続した
Dolby Digital Plus 対
応サウンドシステムに適
した音声設定を、本機の
HDMI 入力端子に設定し
ます。
連動しない :
本機のDolby Digital 
Plus 設定で動作します。

ビデオ音声 
入力設定

ビデオ音声 /
HDMI2 

アナログ音声

HDMI 入力 2端子に接続
した機器からの音声を本
機から出したいときに、
ビデオ入力の音声入力端
子をHDMI 入力 2のアナ
ログ音声入力端子として
使用するように設定でき
ます。
ビデオ音声 :
ビデオ入力の音声入力端
子として使用します。（お
買い上げ時の設定）
HDMI2アナログ音声 :
HDMI 入力 2のアナログ
音声入力端子として使用
します。

liuya2
矩形
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電源オン時優
先スピーカー

テレビスピー
カー /サウンド
システム

本機の電源オン時に優先
するスピーカーを選択し
ます。サウンドシステム
連動を連動するに設定し
た場合に設定できます。
テレビスピーカー :
本機のスピーカーから音
声が出ます。
サウンドシステム :
オーディオ機器の電源が
「入」のときは、オーディ
オ機器のスピーカーから
音声が出ます。サブメ
ニューでスピーカーを一
時的に切り換えることも
できます。

サウンドシス
テム音声入力

HDMI1/
HDMI2/
HDMI3/
HDMI4

オート / 入力 1 固定〜 
入力 6 固定 
連動機器を接続したHDMI
入力端子ごとに、オーディ
オ機器の音声入力を設定す
ることができます。
例：HDMI 2 入力端子に
接続しているレコーダー
の音声を、オーディオ機
器の「入力 3」に接続し
ているスピーカーで聴き
たいときは、HDMI ２を
選んでを [ 決定 ]押して
から、入力３固定を選ん
で [ 決定 ]を押します。

機器操作 
メニュー自動
表示

使用する /	
使用しない

使用するに設定すると、
本機に接続したHDMI 連
動 (CEC) 対応機器に入力
を切り換えたときに、機
器操作メニューを自動的
に表示します。

[ 別表 22]　詳細機能設定
設定項目 切換項目 設定内容

省エネ設定 （  右記　[ 別表 23]）

リモコン設定
（操作無効 
設定）

有効 /無効

リモコンの放送選択ボタ
ン、地デジ /BS/CS/4K 
のうち、使用しないボタ
ンの操作を無効にするこ
とができます。

[ 別表 23]　省エネ設定
設定項目 切換項目 設定内容

節電モード 標準 /節電1/	
節電 2

画面の明るさを抑えるこ
とで本機の節電ができま
す。（映像メニュー が映
画の場合、画質は変わり
ません）
標準 :
標準の明るさです。
節電 1:
画面の明るさを「標準」よ
りも抑えて、節電します。
節電 2:
画面の明るさを「節電1」
よりも抑えて、さらに節
電します。

番組情報取得
設定

取得する /	
取得しない

番組表機能や予約機能を
正しく働かせるために、
取得するで使用すること
をおすすめします。
取得する :
電源が「待機」のときに、
デジタル放送の番組情報
を取得します。取得時に
電力を消費します。
取得しない :
番組情報を取得しません。
そのため、番組表の内容
が表示されなかったり、
予約できなかったり、番
組検索ができなかったり
することがあります。

無操作自動 
電源オフ

待機にする /	
動作しない

待機にする :
本機の無操作状態が約 3
時間続くと、電源が「待機」
になります。
動作しない :
テレビの無操作状態が続
いても電源は「入」のま
まです。

オンエアー 
無信号オフ

待機にする /	
動作しない

外部入力を選んでいると
きは機能しません。
待機にする :
放送受信時に、無信号状
態が約 15 分間続くと、
電源が「待機」になります。
動作しない :
無信号状態が続いても電
源は「入」のままです。

外部入力 
無信号オフ

待機にする /	
動作しない

待機にする :
外部入力選択時に、無信
号状態が約 15 分間続く
と、電源が「待機」にな
ります。
動作しない :
無信号状態が続いても電
源は「入」のままです。
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●�[ サブメニュー ] を押してサブメニューを表示させ、さまざまな便利機能を使うことができます。
●�サブメニューの内容は、[ サブメニュー ] を押すときの、使用状況によって変わります。

サブメニューについて

サブメニュー

アンテナレベル表示

データ放送終了

テレビ／ラジオ／データ切換

お知らせ

本機の情報

その他の操作

番組説明

録画

連ドラ予約

予約リスト

メディアプレーヤー

タイマー機能

字幕

画面サイズ切換

スピーカー切換

チャンネル番号入力

その他の操作

映像信号切換

音声信号切換

音多切換

降雨対応放送切換

信号切換

信号切換

ヘッドホン音量

【表示例】
デジタル放送のテレビ番組を
視聴中

サブメニュー

設定項目 内容 ページ
番組説明 視聴中の番組の詳しい情報を確認できます。 （ 44ページ）
録画 録画ができます。 （ 57ページ）

連ドラ予約 視聴中の連続ドラマが毎回録画されるように予約
することができます。 （ 58ページ）

予約リスト 予約リストを表示します。 （ 60ページ）
メディア
プレーヤー

動画、写真を再生するメディアプレーヤーを起動
します。 （ 83ページ）

タイマー機能 オンタイマー／オフタイマーの設定ができます。 （ 40ページ）

字幕 字幕放送番組で字幕の表示／非表示を切り換えら
れます。 （ 48ページ）

画面サイズ
切換

見ている映像の種類に応じて、画面サイズを切り
換えることができます。 （ 48ページ）

スピーカー
切換

本機のスピーカーで聴くか外部システムのスピー
カーで聴くか選べます。 （ 89ページ）

チャンネル
番号入力 チャンネル番号を入力して選局します。 （ 42ページ）

その他の操作
アンテナ
レベル表示

映りが悪いときなどに、アンテナレベルを確認で
きます。

（ 25〜
26ページ）

データ放送
終了 データ放送の視聴を終了します。 （ 44ページ）

テレビ／
ラジオ／
データ切換

視聴する放送メディアを切り換えます。 （ 45ページ）

ヘッドホン
音量

ヘッドホンを本機に接続したとき、音量の調整が
できます。 （ 99ページ）

お知らせ 本機や放送局からのお知らせがあったときに内容
を確認します。 （ 113ページ）

本機の情報 本機のソフトウェアバージョンを確認します。 （ 104ページ）

信号切換

映像信号切換 一つの番組で複数の映像が送られている場合に切
り換えられます。 （ 49ページ）

音声信号切換 一つの番組で複数の音声が送られている場合に切
り換えられます。 （ 49ページ）

音多切換 二か国語放送など、音声多重放送の場合に聴きた
い音声を選びます。 （ 49ページ）

降雨対応放送
切換

豪雨などの影響で降雨対応放送が行われた場合に切り換えられます。
●	降雨対応放送をやめるには、「通常の放送」を選びます。
●	電波が強くなると、自動的に通常の放送に戻ります。
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故障かな ?と思ったら

まず、以下の点をご確認ください
◦�アンテナ線や電源コード、その他の接続
◦�入力切換の設定

以下の状態は故障ではありません
本機内部からの動作音
電源待機時に番組情報取得などの動作を開始する際、「カ
チッ」という音が聞こえることがあります。
「ジー」という有機 ELパネルの駆動音が聞こえることが
あります。

ときどき「ピシッ」というきしみ音が出る
周囲との温度差によってキャビネットがわずかに伸縮す
るために起こる音です。故障ではなく、性能などにおよ
ぼす悪影響もありません。

豪雨や豪雪のときに、映像が乱れたり、まっ
たく映らなくなったりする
衛星放送のアンテナは、比較的天候の影響を受けやすい
ため、豪雨や豪雪の際は受信感度が落ちることがありま
す。受信する地域が晴れていても、放映している地域の
天候が悪いと、映りが悪くなることがあります。

使用していないのに温まる

使用していない場合でも、番組情報取得などの動作をし
ているときなどは、本機の温度が多少上昇します。

テレビが操作できなくなったとき
→テレビをリセットする

1 電源プラグをコンセントから抜く

2 1分以上待つ

3 電源プラグをコンセントに差し込んで、電源を
入れる

本体の電源ボタンを長押ししてリ
セットする

1 テレビ本体の電源ボタンを4秒以上押し続ける

2 本体下面の「電源」の表示ランプが点滅したら、
電源ボタンから手を離す
しばらくすると電源が「入」になり、画面に「リセッ
ト機能により、再起動しました。」が表示されます。

操作
●電源が入らない

確認すること 解決法・その他 参照ページ
電源プラグが抜けていませんか。 電源プラグをコンセントに差し込みます。 −
電源コードが本体から抜けていませんか。 電源コードのコネクターを本機背面のAC	INPUT端子に接続します。 30ページ

「電源」表示が消えていませんか。
本体の電源ボタンを押して電源を入れます。
※	「電源」表示が消えているときは、リモコンで電源を入れることはできま
せん。

13ページ

「電源」表示が赤色に点滅していますか。 電源プラグをコンセントから抜き、一分以上たってからもう一度コンセント
に差し込みます。 −

「電源」表示が赤色／緑色に交互に点滅して
いますか。

ソフトウェアの更新を行っているため、「電源」表示の点滅が終わるのを待っ
てから操作してください。 −

「電源」表示が下記の点滅をしていますか。
・赤色点滅4回と消灯2秒を繰り返す場合
・橙色点滅4回と消灯2秒を繰り返す場合
・赤色点滅6回と消灯3秒を繰り返す場合

パネルの故障が考えられます。電源プラグをコンセントから抜き、ハイセン
スサポートセンターにお問い合わせください。 −

お問い合わせの前に

原因と解決法
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操作（つづき）
●リモコンで操作ができない

確認すること 解決法・その他 参照ページ
リモコンとテレビ本体のリモコン受光部の間
に障害物がありませんか。 障害物を取り除きます。 19ページ

リモコンの乾電池が消耗していませんか。 新しい乾電池に交換します。 19ページ
リモコンの乾電池の向き（＋、－）が合って
いますか。 向き（＋、－）を確認し、正しく入れてください。 19ページ

映像
●放送の映像が出ない、またはきれいに映らない

確認すること 解決法・その他 参照ページ
アンテナ線がはずれていたり、切れていたり、
ショートしたりしていませんか。

アンテナ線を確認して正しく接続します。
※ 屋外の接続については、販売店にご相談ください。

25 〜 27
ページ

アンテナ線プラグの芯線が曲がっていませんか。確認して、まっすぐにします。（折らないようにご注意ください） −
アンテナ線プラグの芯線が折れたり、短く
なっていたりしていませんか。 アンテナ線を交換します。 −

レコーダーなどを経由してアンテナ線を接続
していませんか。

アンテナ線を本機に直接接続して映像が出る場合は、本機の故障ではありま
せん。アンテナ線を分配して接続します。 −

電波が弱くありませんか。
アンテナレベルを確認します。 25 〜 27

ページアンテナの向きを調整してみます。（販売店にご相談ください）
アンテナ線の差し込みがゆるんでいたり、接
触不良になっていたりしていませんか。 確認して、しっかりと接続します。 −

アンテナ線（端子）がさびていませんか。 販売店にご相談ください。 −

●接続した機器の映像が出ない、またはきれいに映らない
確認すること 解決法・その他 参照ページ

機器が正しく接続されていますか。 確認して正しく接続します。 31 〜 36
ページ

機器の電源がはいっていますか。 接続した機器の本体の電源ボタンを押して電源を入れます。 −
接続した機器の入力に切り換えましたか。 リモコンの [ 入力切換 ]で、外部機器を接続した入力端子を選びます。 82ページ

●画面が暗い、または暗くなるときがある
確認すること 解決法・その他 参照ページ

部屋の明るさに合った適切な映像メニューや
調整になっていますか。

明るい部屋では、ダイナミックや自動を選択してみます。 48ページ
明るさや画面の明るさで適切な明るさに調整します。 95ページ

映像メニューが自動の場合、明るさセンサー
の前に障害物がありませんか。

明るさセンサーの前から障害物を取り除きます。
※ 映像メニューが自動の場合は、明るさセンサーで検出した周囲の明るさに
合わせて、画面の明るさが自動調整されます。

95ページ

一時停止や、静止画になっていませんか。 動きの少ない映像の場合に、しばらくすると徐々に暗くなることがあります。
動きのある映像になると元の明るさに戻ります。 −

●色がおかしい
確認すること 解決法・その他 参照ページ

お好みの映像メニューや映像調整になってい
ますか。

視聴している番組や映像に合わせて、お好みの映像メニューを選択します。
95ページ

お好みの映像に調整することもできます。
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故障かな ?と思ったら（つづき）

映像（つづき）
●残像が見える

確認すること 解決法・その他 参照ページ

長時間同じ表示を続けたり、繰り返し同じ表
示を出したりしましたか。

長時間、同じ表示を続けると、焼き付き（残像）が発生する場合があります。
機能設定メニューの設定→その他の設定→パネルメンテナンスを実行するこ
とで、焼き付きが低減します。

104ページ

音声
●音声が出ない

確認すること 解決法・その他 参照ページ
音量が最小になっていませんか。 [ 音量 +]/[ 音量ー ]で音量を上げます。 40ページ
画面に「消音」マークが表示されていません
か。 [ 消音 ] または [ 音量 +]/[ 音量ー ]で、消音を解除できます。 40ページ

外部スピーカーになっていませんか。 サブメニューのスピーカー切換でテレビスピーカーに設定します。 108ページ

地上デジタル放送
●地上デジタル放送が映らない、または映像が乱れる、または引越しをしたら地上デジタル放送が映らなくなった

確認すること 解決法・その他 参照ページ

アンテナレベルが推奨値以下ではありません
か。

サブメニューのその他の操作のアンテナレベル表示でアンテナレベルを確認
します。
※		推奨値よりも低い場合は、放送を受信できないことがあります。お買い上
げの販売店にご相談のうえ、アンテナの向きを確認・調整してください。

108ページ

初期スキャンをしましたか。 初期スキャンをします。 103ページ
お住まいの地域は地上デジタル放送の受信可
能エリアですか。

一般社団法人	放送サービス高度化推進協会のホームページ
(http://www.apab.or.jp/)	で確認することもできます。 −

共聴システムやCATVをご利用の場合、地
上デジタル放送のパススルー方式に対応して
いますか。

CATVの場合はご契約のCATV会社に、その他の場合は共聴システムの管理
者にお問い合わせください。（CATVがパススルー方式でない場合はCATV
用チューナーが必要な場合があります）

−

BS・110 度 CS デジタル放送
● BS・110 度 CS デジタル放送が映らない、または映像が乱れる

確認すること 解決法・その他 参照ページ
アンテナ接続に分配器を使用していますか。 分配器は「全端子通電型」のものを使用します。 21ページ

有料放送ではありませんか。 有料放送を視聴するには契約が必要です。視聴の申し込みや視聴料金などに
ついては、放送事業者にご相談ください。 −

マンションなどで、壁のアンテナ端子が一つ
だけになっていますか。

視聴できる放送の種類についてマンションなどの管理会社にご確認ください。

25 ～ 27
ページ

ご自身で確認する場合は、アンテナ線を本機のBS・110度 CSアンテナ入
力端子に直接接続してみます。（地上デジタル放送を確認する場合は、地上デ
ジタルアンテナ入力端子へ）
BS・110度 CSデジタル放送と地上デジタル放送の両方が受信できる場合
は、分波器を使用してアンテナ線をBS・110度 CSアンテナ入力端子と地
上デジタルアンテナ入力端子に接続します。

テレビまたはアンテナ線の近くで携帯電話、
スマートフォン、コードレス電話、Ｗ i- Ｆ i
機器 ( アクセスポイントを含む ) などの無線
機器を使用していませんか。

左記の機器は、テレビまたはアンテナ線から離れて使用してください。
映像・音声が乱れることがあります。 −

衛星アンテナ電源供給設定がしないに設定さ
れていませんか。

BS・110 度 CS 共用アンテナを、ご自身で設置して利用している場合、
BS・110度 CS共用アンテナへの電源供給が必要となります。
衛星アンテナ電源供給がするに設定されていることを確認してください。
※		アンテナショートを検出した場合、設定を自動的にしないに変更する場合
があります。

103ページ
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番組表
●番組表に内容が表示されない

確認すること 解決法・その他 参照ページ

電源プラグを抜いていませんでしたか。
電源プラグをコンセントに差し込んでおきます。 −
番組情報の取得の操作をします。 46ページ

●番組表の文字が小さい
確認すること 解決法・その他 参照ページ

− 番組表を表示中に [ 赤 ]を押して、文字の大きさを変更することができます。 44ページ

●放送局のすべてのチャンネルが表示されない
確認すること 解決法・その他 参照ページ

1 チャンネル表示にしていませんか。 番組表のサブメニューでマルチ表示を選択します。 47ページ
チャンネルスキップ設定でスキップするに設
定していませんか。 チャンネルスキップ設定でしないに設定します。 104ページ

お知らせアイコン が何度も表示される
確認すること 解決法・その他 参照ページ

「お知らせ」の内容を確認しましたか。
サブメニューのお知らせで内容を確認します。
※ �未読のお知らせが１件でも残っていると、[ 画面表示 ]を押したときにア
イコンが表示されます。

108ページ

録画・再生
● USB ハードディスクが使用できない（認識されない）

確認すること 解決法・その他 参照ページ

本機で接続確認済のUSBハードディスクで
すか。

本機で接続確認済のUSB ハードディスクは、ハードディスクメーカーのホー
ムページをご確認ください。
※ �本機で接続確認済の機器でない場合は、使用できないことがあります。

−

機器が正しく接続されていますか。 「 USBハードディスクを接続する」に従って、正しく接続します。 31ページ

機器の電源がはいっていますか。 USBハードディスクの電源を入れます。
※ �USBハードディスクは専用のACアダプターを接続してご使用ください。 −

機器が本機に登録されていますか。 USBハードディスクを本機に登録します。 53ページ
USBハブを使用している場合、本機で使用
できるようになっていますか。 USBハードディスクは専用のACアダプターを接続してご使用ください。 31ページ

●録画ができない、または録画されなかった
確認すること 解決法・その他 参照ページ

USBハードディスクの残量が足りています
か。

残量を確認する。 65ページ
不要な番組を削除する。 65ページ
自動削除設定を削除するに変更する。 66ページ

コピー禁止の番組ではありませんか。 録画はできません。 −
外部入力からの番組、独立データ放送番組、
外部機器からの映像、ネットワークサービス
の映像などではありませんか。

本機は左記の番組や映像の録画には対応しておりません。. 55ページ

予約した番組の放送時間が繰り上げられま
せんでしたか。

本機は放送時間が繰り上げられた番組の録画はできません。
※ �その他の録画設定の放送時間を連動するに設定した場合でも、放送時間の
繰り上げには対応できません。

61ページ

連ドラ予約の場合、「追跡基準」、「追跡キー
ワード」は正しく設定されていますか。

その他の録画設定で「追跡キーワード」を正しく設定します。
※ �1 回限りのキーワード（「第○○話」や出演者名など）を削除します。 58ページ
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録画・再生
●録画ができない、または録画されなかった（つづき）

確認すること 解決法・その他 参照ページ

「お知らせ」のアイコンが表示されていませ
んか。

サブメニューのお知らせで内容を確認します。
※				番組の重複や、放送時間の変更などで録画できなかった場合は、「本機に
関するお知らせ」が発行されます。

108ページ

●録画した番組が消えた
確認すること 解決法・その他 参照ページ

自動削除設定が削除するになっていません
か。

自動削除設定を削除しないに設定する。 66ページ
消したくない番組を保護する。 66ページ

録画中に電源プラグや接続ケーブルを抜き
ませんでしたか。

録画中や録画設定をしたときは電源プラグを抜かない。
※		左記の場合、録画中の番組は残りません。また、録画したすべての番組が
消えることがあります。

57ページ

録画番組を修復するの操作をすれば、録画された内容を再生できるようにな
る場合があります。 65ページ

録画リストの分類タブが「すべて」以外に
なっていませんか。

録画リストの分類タブを [a]/[f]で「すべて」に変更する。
※		分類タブが「未視聴」の場合、一度でも再生した録画番組は、リストに表
示されません。

62ページ

HDMI 連動機能
●機器を接続しても連動動作ができない

確認すること 解決法・その他 参照ページ

接続は正しいですか。
HDMI ロゴ表示のついた規格に合ったHDMI ケーブルで正しく接続します。
※		はじめてHDMI 連動機器を接続したときや、接続を変更したときには、す
べての機器が連動しているか確認してください。

36ページ

本機と接続機器の設定は正しいですか。
接続機器側の連動設定を確認します。（機器の取扱説明書を参照してください）

106ページ
本機のその他の設定にある HDMI 連動設定を確認します。

●オーディオ機器（サウンドシステム）に接続されているスピーカーから音が出ない
確認すること 解決法・その他 参照ページ

接続は正しいですか。

HDMI ケーブルで接続する場合は、HDMI ロゴ表示のついた規格に合った
HDMI ケーブルで正しく接続します。接続するオーディオ機器の端子につい
ては、オーディオ機器の取扱説明書を参照してください。

36ページ

ARC対応のオーディオ機器はHDMI 入力 1(ARC) 端子に接続してください。35ページ

接続機器側の設定は正しいですか。 オーディオ機器側の連動設定を確認します。（機器の取扱説明書を参照してく
ださい） −

本機の設定やスピーカーの選択は正しいで
すか。

HDMI 連動設定のサウンドシステム連動を連動するに設定します。
また、HDMI 連動設定の電源オン時優先スピーカーをサウンドシステムに設
定しておくと、オーディオ機器の電源が「入」のときは、オーディオ機器の
スピーカーから音声が出ます。

106ページ

サブメニューのスピーカー切換で外部スピーカーに切り換えます。 108ページ

故障かな ?と思ったら（つづき）
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ネットワークサービスが利用できない
確認すること 解決法・その他 参照ページ

プロバイダーなどとのインターネット利用
契約はお済みですか。

契約、費用などについては、プロバイダーまたはお買い上げの販売店にご相
談ください。 −

ネットワークサービスによっては、申し込みが必要な場合があります。 78ページ
接続や設定は正しいですか。 確認して、正しく接続・設定します。 74ページ
ルーターから機器に対してプライベートア
ドレスが割り当てられるようになっていま
すか。

ルーターの取扱説明書を参照し、プライベートアドレスが機器と本機に割り
当てられるように設定します。 −

本機のネットワーク設定は IPアドレスを自
動取得する設定になっていますか。 「IPアドレス」を自動取得に設定します。 75ページ
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エラーメッセージが表示されたとき
●�代表的なエラーメッセージについて説明しています。

全般
確認すること 考えられる原因など 対処のしかた・その他 参照ページ

「電波の受信状態が良くありません。
［サブメニュー］から「降雨対応放送」に切
り換えられます。コード：Ｅ２０１」

気象条件などによって信号レベルが下
がり、降雨対応放送切換が可能な状態
になった。

降雨対応放送に切り換えることができ
ます。 108ページ

「放送が受信できません。
１． テレビと壁のアンテナ線の接続を確認
してください
アンテナ線を接続しなおしてみてください。
地デジとＢＳ・１１０度ＣＳのアンテナ端子
を間違えないようにご注意ください。
２． リモコンで見たい放送（【地デジ】

【BS】【CS】）ボタンを押してください
３． リモコンの【青】ボタンを押して、ア
ンテナレベルを確認してください
お問い合わせ先を確認する場合は、【赤】ボ
タンを押してください。コード：Ｅ２０２」

アンテナが放送に適合していない。 放送に適合したデジタル放送用アンテ
ナであることを確認します。 21ページ

アンテナ線がはずれたり、切れたりし
ている。

アンテナとアンテナ線の状態や接続を
確認します。（販売店にご相談くださ
い）

−

BS・110度 CSアンテナの場合、ア
ンテナ電源が供給されていない。

BS・110 度 CS アンテナに電源が
供給されるようにします。 103ページ

アンテナの方向ずれや故障。 アンテナの状態や接続を確認します。
（販売店にご相談ください） 26ページ

電波が弱くて視聴できない。
− −雨や雷、雪などの気象条件によって一

時的に受信できない。

４K放送の右旋円偏波の電波のみしか
受信できない環境で、左旋円偏波の電
波の放送局を受信した。

SHマークのついたBS・110度 CS
の 4K放送に対応したBS・110度
CSアンテナ設備が必要です。

27ページ

「現在放送されていません。
コード：Ｅ２０３」

選局したチャンネルでの放送が休止
中、または放送が終了している。
※		雨や雷、雪などの気象条件によっ
て一時的に受信できない場合も表
示されることがあります。

番組表などで放送時間を確認します。 −

「該当するチャンネルはありません。
コード：Ｅ２０４」 放送のないチャンネルを選局した。 番組表などで放送時間を確認します。 −

「B － CAS カードが挿入されていません。
カードを挿入している場合には向きと裏表
を確認して、もう一度奥まで入れ直してくだ
さい。」

miniB-CASカードが挿入されていな
い。

miniB-CASカードを正しく挿入しま
す。 24ページminiB-CASカードが正しく挿入され

ていない。
miniB-CASカードが抜けている。

「Ｂ－ＣＡＳカードが認識できません。
下記の内容をご確認ください。
・カードの向きと裏表を確認して、もう一度
奥まで入れなおしてください。
・カードの金属端子部に汚れがあるときは乾
いたきれいな柔らかい布で汚れをふき取っ
てください。
・Ｂ－ＣＡＳカードが破損している場合もあ
ります。破損した場合の再発行については、
Ｂ－ＣＡＳカードに記載されているビーエ
ス ･ コンディショナルアクセスシステムズ　
カスタマーセンターへお問い合わせくだ
さい。」または

「この B － CAS カードはご使用になれませ
ん。カードをご確認ください。」

miniB-CASカードが接触不良を起こ
している。

miniB-CAS カードを取り出し、金色
端子部に汚れがないか確認し、乾いた
布でふき取り、もう一度入れます。

24ページ

無効なminiB-CASカードが挿入され
ている。 付属のminiB-CAS カードの所有権

は、ビーエス・コンディショナルアク
セスシステムズ社にあります。
認識しないなど、破損した場合の再発
行については、付属のminiB-CAS
カード台紙の記載されている、ビーエ
ス ･コンディショナルアクセスシステ
ムズ社にお問い合わせください。

−

miniB-CASカードが破損している。
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USB ハードディスクに関するエラー表示
確認すること 考えられる原因など 対処のしかた・その他 参照ページ

「機器に接続できません。」

接続ケーブルがはずれている。 接続を確認します。 −
USBハードディスクの電源が切れて
いる。

USBハードディスクの電源を入れま
す。 −

USBハードディスクにエラーが発生
した。

USBハードディスクの電源を入れ直
してみます。 −

「再生できません。」

録画中になんらかの原因でコピーワン
スなどの情報が破損した。 再生できません。 −

再生時にテレビとUSBハードディス
クと通信に障害があった。または、接
続ケーブルがはずれてしまった。

テレビとUSBハードディスクの電源
を入れ直してみます。また、接続を確
認します。

−

「録画機器のエラーにより録画を中止しまし
た。」

テレビとUSBハードディスクと通信
に障害があった。

テレビとUSBハードディスクの電源
を入れ直してみます。 −

「コンテンツ情報取得中にエラーが発生しま
した。」

録画した番組が正常に保存されなかっ
た。

録画番組を修復するの操作をしてみま
す。 65ページ

「USB 端子の電源容量を超えました。接続
機器をはずし、本体の電源ボタンで電源を切
り、もう一度電源を入れてください。」

USB バスパワーで動作する USB
ハードディスクを本機に接続し、使用
電力が本機の供給限界を超えた。

以下の手順で復帰させます。
① 本体の電源ボタンで電源を切る
② �USBハードディスクの接続ケーブ
ルを抜く

③ �本機の電源プラグをコンセントか
ら抜き、約10秒後に差し込む

④ 本機の電源を入れる
⑤ USBハードディスクを接続する
※ �再び同じエラーメッセージが表示
される場合は、USBハードディス
クに ACアダプターを接続してく
ださい。

−

BS・110 度 CS の 4K 放送に関するエラー表示
確認すること 考えられる原因など 対処のしかた・その他 参照ページ

「８Ｋ番組は視聴できません。」 本機は8Ｋ放送に対応していません。 − −
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用語の解説
110 度 CS デジタル放送
BSデジタル放送の放送衛星（BS）と同じ東経110度
に打ち上げられた通信衛星（CS）を利用した新しいデジ
タル放送です。多数の専門チャンネルの中から見たいチャ
ンネルのみを購入して視聴する仕組みになっています。
一部、無料放送もあります。

5.1ch
左右のフロントスピーカー、センタースピーカー、左右
のサラウンドスピーカーとサブウーファーから、それぞ
れ独立した音声を出力できるサラウンド方式です。臨場
感と迫力のある音声を楽しむことができます。

AAC （Advanced Audio Coding）
デジタル放送で標準に定められたデジタル音声圧縮方式
です。高い圧縮率で高い音質を実現します。

BS デジタル放送
2000年 12月から本格サービスが開始された新しい衛
星放送です。高画質で多チャンネルの放送を楽しむこと
ができます。高音質のデジタル音声放送（BSラジオ）、
ニュース・スポーツ・番組案内などの情報提供、オンラ
インショッピングやクイズ番組などへの参加が可能な
データ放送など、多彩なサービスを行います。

CATV（ケーブルテレビ）
同軸ケーブルや光ケーブルなどのケーブルを用いて行わ
れる有線放送のことです。ケーブルテレビ局と契約する
ことにより視聴できます。地域密着型の情報発信などが
特徴でしたが、最近では多チャンネル放送や自主放送を
行う都市型のケーブルテレビ局も増えてきています。

EPG （Electronic Program Guide）
デジタル放送で放送局から送られてくる番組データを利
用してつくる番組表のことです。

HDMI （High Definition Multimedia 
Interface）
PCとディスプレイの接続標準規格であるDVI に、マル
チチャンネル音声伝送機能や著作権保護機能、色差伝送
機能を加えるなどAV家電向けにアレンジしたインター
フェースです。1本で非圧縮の映像・音声信号と制御信
号を伝送できるので、AV機器間の連携が容易にできます。

miniB-CAS カード
デジタル放送を見るために必要な IC カードです。ユー
ザー認識のための番号や、チャンネルの契約・購入内容
などの情報が記録されます。

MPEG （Moving Picture Experts 
Group）
デジタル動画圧縮技術の1つです。動画中の動く部分だ
けを保存するなどしてデータを圧縮します。デジタルテ
レビでは通常MPEG-2 が採用されていますが、これは
動画データを40分の1程度に圧縮することができます。

PCM （Pulse Code Modulation）
音声などのアナログ信号をデジタル信号に変換する方式の
1つです。音楽CD�（CD-DA）はこの方式を採用していま
す。

PPV （Pay Per View）
番組単位で購入する有料番組のことです。

BS・110 度 CS の 4K/8K 放送
BS・110� 度 CS で始まる新しい 4K・8K� 放送です。
BS・110�度 CS�放送で従来から使用されている放送波
(右旋円偏波の電波)�と、新しい放送波(左旋円偏波の電波)�
で提供されます。

下記は一般的な用語解説です。本機の仕様は異なっている場合があります。
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インターレース（飛び越し走査）
NTSC 方式のテレビやビデオの画像表示では、525本
の走査線があります。このうち、まず奇数段目の走査線
262.5 本を 1/60 秒で描き（この画面を1フィールド
といいます）、次に偶数段目を同様に描き、これを合わせ
ることによって525本の完全な画像（フレーム）を作っ
ていく方式です。「525i」「1125i」の「i」は、このイ
ンターレース（interlaced）を指しています。

緊急警報放送
地上デジタル /BSデジタルのマルチ放送を利用し、地震
などの災害時に放送される緊急ニュースなどを流します。

降雨対応放送
激しい雨による映像・音声の遮断を防ぐために、通常の
放送に平行して降雨に強い方式で同じ番組を放送するも
のです。

コンポジット接続
通常の映像端子を使って映像信号を伝送する、最も普及
している方式です。映像端子は通常1つのみで、音声端
子と同じ形状で、色は黄色です。赤と白の音声出力と一
緒に3本で接続するのが一般的です。

字幕放送
せりふなどを、文字で画面に表示できます。

走査線
テレビでは、映像を細い糸のように分解し、横方向に走
らすことによって画面を作っています。この糸を走査線
といいます。走査線の数が多いほど画質がよくなります。

地上デジタル放送
2003年 12月から一部地域で放送が開始された、地上
波によるデジタル放送です。UHFの周波数帯域を利用し
て放送されます。ゴーストの無い高画質な映像と多チャ
ンネルの放送を楽しむことができます。デジタルハイビ
ジョン放送やデータ放送、双方向サービスなどを楽しむ
ことができます。

デジタルハイビジョン放送
通常のアナログ放送の走査線が525本であるのに対し、
1125本や 750本のプログレッシブの高画質な映像で
す。大画面の映像に適しています。

物理チャンネル
地上デジタル放送は、UHFの電波を使って行われていま
す。この電波は放送局ごとに割り当てられており（13〜

62ch）、このチャンネルを物理チャンネルと呼んでいま
す。

プログレッシブ（順次走査）
飛び越し走査（「インターレース」の項目を参照）をしな
いで、すべての走査線を順番に描く方法です。インター
レースに比べて画像のチラツキが少なく、文字や静止画
を表示することに適しています。「525p」や「750p」
の「p」はプログレッシブ（progressive）を指しています。

マルチチャンネル放送
地上デジタルやBSデジタルの標準テレビ信号（SD）で、
1つの放送局で複数の番組を放送することです。

マルチビュー放送
前述のマルチチャンネルの技術を使って、同じ番組を別
の視点から見た映像を見るなど、複数の映像を切り換え
て見ることができます。

有効走査線数
走査線の中で、映像信号が載っている走査線の数をいい
ます。地上アナログでは525本の走査線のうち有効走
査線数は480本、デジタルハイビジョンでは1125本
のうち1080本となっています。有効走査線ではない走
査線には、画面の縦横比を規定した識別制御信号などが
載っています。

臨時放送
前述のマルチチャンネルの技術を使って、同一放送局の
他チャンネルで臨時の放送を行うことです。
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主な仕様
この製品は日本国内専用です。外国では電源電圧、放送方式が異なるため使用できません。
This�TV�is�designed�only�for�use�in�Japan�and�cannot�be�used�in�any�other�countries.

型名 55E8000/55E8100
サイズ 55V型
電源 内蔵AC100V,��50/60Hz
消費電力 *1 320W
待機電力
(リモコンでの電源OFF時）

0.5W

有機 EL機
能

画面寸法 54.6”�(1387.83�mm)�diagonal
画素数 3840�×�2160
パネル OLED
倍速駆動 120�Hz
応答速度 3ms

チューナー

チューナー *2 地上デジタル×3/BS・110度 CSデジタル×3/BS�4K/110度 CS�4K×１

受信可能チャンネ
ル

地上デジタルUHF、CATV(CATVパススルー方式�*3)、011-728、
BSデジタル：BS100〜 BS999、110度 CSデジタル：CS001〜 CS999

BS・110度 CS�4K：BS�4K�001�〜�499、CS�4K�500�〜�999

ビデオ機能
HDMI 入力 480i/480p/720p/1080i/1080p/2160p
HDMI�４K入力対
応 3840ｘ 2160：24P／ 30P／ 60P

パソコン入力フォーマット
(HDMI 入力）

640× 480@60Hz、800× 600@60Hz、1024× 768@60Hz、
1280× 768@60Hz、1360× 768@60Hz、1366× 768@60Hz、

1280× 1024@60Hz、1920× 1080@60Hz、
3840× 2160@23.98Hz、3840× 2160@24Hz

3840× 2160@29.97Hz
3840× 2160@30Hz、3840× 2160@60Hz

スピーカー
構成 内蔵ステレオ　２ウェイスピーカー
脱着 不可

音声機能
出力 10W×2
音声多重 あり
サラウンド あり

入出力端子

アンテナ端子 地上デジタル /BS・110度 CSデジタルアンテナ入力　各1

映像入力
コンポジットビデオ入力端子 (RCAミニジャック）�× 1��*4

HDMI�入力端子�×�4�(CEC�機能対応）

音声入力
ステレオ入力端子 (RCAミニジャック）×1��*4

HDMI 入力端子×4�( 映像入力と一体）
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型名 55E8000/55E8100

入出力端子
音声出力

光デジタル音声出力端子×1 *5
音声出力端子（ステレオミニジャック）×1

外付けUSBハード
ディスク接続 USB3.0 端子×1/ USB2.0 端子×1  *6

赤外線リモコン 専用リモコン EN3AD39TS
オンスクリーンディスプレイ あり
チルト&スイーベル機能 チルトなし　スイーベルなし
壁掛け対応 あり [VESA: 300*200]
付属品 「付属品を確認する」（ 18ページ）をご覧ください。
使用環境条件 温度 : 0℃〜 35℃   相対湿度 : 20%〜80%( 結露のないこと）
本体寸法
(幅×高さ×
奥行）

スタンド含む 1226 mm × 754 mm × 272 mm

スタンド含まない 1226 mm × 705 mm × 59 mm

本体重量
スタンド含む 22.7 kg
スタンド含まない 20.5 kg

*1 定格消費電力 電気用品安全法に基づき算出しています。
*2 地上 /BS/110度 CSデジタル放送で番組を視聴中、放送の裏番組を同時に2番組録画することができます。
*3 同一周波数パススルー方式 (UHF)、周波数変換パススルー方式 (VHF) の両方に対応します。
*4 付属のビデオ入力用変換アダプターを使い、ミニジャックからRCA 入力端子に変換します。
*5 地上デジタル /BS・110度 CSデジタル /HDMI のみ対応します。
*6 USBメモリーを接続して写真表示することもできます。

仕様の一部を予告無く変更することがありますのでご了承ください。
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主な仕様（つづき）

55E8000/55E8100 展開図
単位 mm

840

1226

300 463463 4-M6
深さ

壁掛け用ねじ穴
（VESA規格）

42

59

2
7
2

2
0
0

3
9
7

7
0
0

7
5
4

35

本機の
リアカバー

ねじ
スペーサー

9.5 - 11.5 mm
壁掛け用金具

7
0
5

1
0
8

5

当取扱説明書の著作権はハイセンスジャパン株式会社に帰属いたします。ハイセンスジャパン株式会
社の承諾なく当取扱説明書の内容の全部または一部を複製、改修したり使用したりすることは著作権
法上禁止されています。

市販の壁掛け用金具をお使い
になる場合は、スタンドを外
してください。スタンドを外
すときは画面を傷つけないよ
う、毛布や保護シートなどの
上に画面を下にして置いて、
スタンド用のネジを外してく
ださい。
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パネルメンテナンス
4K有機ELテレビを快適にご使用いただくため、パネル
をメンテナンスします。
●長時間同じ表示を続けたり、繰り返し同じ表示を出し
たりすると、画面に残像が見える場合があります。パ
ネルメンテナンスを実行することにより残像が低減し
ます。電源を切る場合は、電源プラグをコンセントに
差し込んだまま、リモコンの [ 電源 ] で電源を「待機」
にしてください。自動的にパネルをメンテナンスしま
す。

●パネルメンテナンスは完了まで10分ほどかかります。
完了後、電源が「待機」状態を継続します。パネルメ
ンテナンスは手動で実行することもできます。

手動でパネルをメンテナンスする
1 [ 設定 ] を押し、その他の設定を選択し、パネ

ルメンテナンスを選択して、[ 決定 ] を押す

2 [ ≪ ]/[ ≫ ] ではいを選択して、[ 決定 ] を押
す
自動で電源が切れ、パネルメンテナンスが実行されま
す。
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有料衛星放送サービスについて
スカパー！を見るには

●�本機はBS・110度 CSの 4K放送におけるスカパー！の放送に対応しています。
� ※スカパー！は、BS/110度 CS放送およびBS・110度 CSの 4K放送の有料放送サービスです。
� ※本機はスカパー！プレミアムサービスの受信には対応しておりません。
●�お申し込みには、以下の準備が必要です。
� ・ACAS番号

スカパー！の4K放送を見るには、ACAS番号でのお申し込みとなります。�
ACAS番号の確認方法（ 103ページ）

� ・B-CASカード番号
BS/110度 CS放送のスカパー！を見るには、B-CASカード番号でのお申し込みとなります。
B-CASカード番号の確認方法（ 103ページ）

� ・4K8K対応アンテナ（4K放送ご視聴時必須）またはBS/110度 CS対応アンテナ
※スカパー！の4K放送を見るには、4K8K対応アンテナが必要です。ブースターや分配器などの受信設備の交

換が必要になる場合があります。
詳しくは、�https://www.skyperfectv.co.jp/

＜お申し込み＞
スカパー！カスタマーセンター総合窓口（0120-039-888　営業時間：10時〜20時）

WOWOW を見るには
●�本機はWOWOWの放送に対応しています。
� ※加入申し込みと契約が必要になります。
詳細は以下のカスタマーセンターへお問い合わせください。
� ・WOWOWカスタマーセンター
� ���0120-580-807　受付時間：9�時〜 20時
� ���https://www.wowow.co.jp/

スターチャンネルを見るには
●�本機はスターチャンネルの放送に対応しています。
� ※加入申し込みと契約が必要になります。
詳細は以下のカスタマーセンターへお問い合わせください。
� ・スターチャンネルカスタマーセンター
� ���0570-013-111　または　044-540-0809　受付時間：10時〜18�時
� ���https://www.star-ch.jp/

その他の有料衛星放送サービスを見るには
●�それぞれの有料衛星放送サービスの放送事業者へご相談ください。
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ライセンスおよび商標などについて
■�YouTubeTM および�YouTube ロゴは、Google�Inc. の商標または登録商標です。

■�「NETFLIX」は、Netfl�ix,�Inc の登録商標です。

■� マーク、� 及び「acTVila」、｢アクトビラ」は、㈱アクトビラの商標または登録商標です。

■� に関しては「https://movie-tsutaya.tsite.jp/netdvd/vod/top.do」にてご確認ください。

■�SeeQVault ™およびSeeQVault ロゴは、NSM�initiatives�LLCの商標です。

■�その他記載の会社名および製品名は各社の登録商標または商標です。

■�当取扱説明書の著作権はハイセンスジャパン株式会社に帰属いたします。ハイセンスジャパン株式会社の承諾なく
当取扱説明書の内容の全部または一部を複製、改修したり使用したりすることは著作権法上禁止されています。

HDMI、High-Definition Multimedia Interface、およびHDMIロゴは、米国および
その他の国におけるHDMI Licensing Administrator, Inc. の商標または、登録商標です。

ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。
Dolby、ドルビー、Dolby Audio、ドルビーオーディオ 及びダブル D 記号は
ドルビーラボラトリーズの商標です。

・本製品は株式会社ACCESS のNetFront Browserを搭載しています。
・ACCESS、ACCESSロゴ、NetFrontは、株式会社ACCESSの日本国、米国その他の
国・地域における商標または登録商標です。
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無線の周波数について
本機の使用上の注意事項
本機の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業・科学・医療用機器のほか工場の製造ラインなどで使用され
ている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）および特定小電力無線局（免許を要しない無線局）
ならびにアマチュア無線局（免許を要する無線局）が運用されています。
1.�本機を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局ならびにアマチュア無線局が運用され

ていないことを確認してください。
2.�万一、本機から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速やかに使用周波

数を変更するか、または電波の発射を停止した上、弊社サポートセンターにお問い合わせいただき、混信回避のた
めの処理など（たとえばパーティションの設置など）についてご相談ください。

3.�その他、本機から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア無線局に対して、有害な電波障害が発生し
た場合など、何かお困りのことが起きたときは、弊社サポートセンターまでお問い合わせください。

電波法に基づく認証について
本機内蔵の無線装置は、電波法に基づく小電力データ通信の無線設備として認証を受けています。証明表示は
無線設備上に表示されています。従って、本製品を使用するときに無線局の免許は必要ありません。
ただし、以下の事項を行うと法律で罰せられることがあります。使用上の注意に反した機器の利用に起因して
電波法に抵触する問題が発生した場合、弊社ではこれによって生じたあらゆる損害に対する責任を負いかねま
す。

●�本機内蔵の無線装置を分解 /改造すること
●�本機内蔵の無線装置に貼られている証明ラベルを剥がすこと

無線 LAN の周波数の見かた

この表示のある無線機器は2.4GHz 帯を使用しています。
変調方式としてDS-SS方式およびOFDM方式を採用し、
与干渉距離は40mです。

この表示のある無線機器は2.4GHz 帯を使用しています。
FH1は変調方式として FH-SS方式を採用し、与干渉距離
は10mです。
XX4はその他の方式を採用し、与干渉距離は40mです。

2.4 DS/OF 4

2.4 FH1/XX 4

2.4 DS/OF 4

2.4 FH1/XX 4

準拠規格：IEEE802.11 a/b/g/n/ac

使用周波数範囲 / チャンネル（中心周波数）
2.412-2.472GHz/1-13ch
5.180-5.240GHz/W52：36,�40,�44,�48ch
5.260-5.320GHz/W53：52,�56,�60,�64ch
5.500-5.700GHz/W56：
100,�104,�108,�112,�116,�120,124,�128,�
132,�136,�140ch

セキュリティ：
WAP2-PSK(TKIP/AES)
WPA-PSK(TKIP/AES)
WEP(64bit/128bit)
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保証とアフターサービス
本機は日本国内専用です。電源電圧や放送規格の異なる
海外ではご利用いただけません。
This�TV� is�designed�only� for�use� in�Japan�and�
cannot�be�used�in�any�other�countries.

保証書について
本機には保証書が添付されていますので、お買い上げの
際、販売店よりお受け取りください。所定事項の記入お
よび記載内容をよくお読みいただき、大切に保存してく
ださい。

本体の保証期間は、お買い上げの日から3年間です。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェックを
「故障かな ?と思ったら」をご参照いただき、故障かどう
かお調べください。

それでも具合が悪いときは
弊社サポートセンターへお問い合わせください。

●�電話によるお問い合わせ
受付時間 : 月曜〜金曜　9:00〜 18:00
（祝祭日、年末年始、夏季休業期間を除く）

フリーダイヤル :0120-835-111

●�FAXによるお問い合わせ
FAX�番号 :0570-06-1117( 有料）

※�お客様のご連絡先、型番、購入年月日、お買い上げ店、
故障状況を詳しく記載してください。

●�メールによるお問い合わせ
電子メールでのお問い合わせは�https://www.hisense.
co.jp/contact/ のお問い合わせのページで受け付けてい
ます。お客様のご連絡先、型番、ご購入年月日、お買い
上げ店、故障状況を詳しく記載してください。

※�サポート受付に関しては変更させていただく場合がご
ざいます。

� 弊社ホームページでサポート時間などをご確認の上、
ご利用されるようお願いいたします。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。
詳しくは保証書をご覧ください。

本機の不具合・修理など、何らかの原因で、本機のメモリー
に保存されたデータが破損・消滅した場合など、いかな
る場合においても記録内容の補償およびそれに付随する
あらゆる損害について、当社は一切責任を負いかねます。
また、いかなる場合においても、当社にて記録内容の修
復は致しません。あらかじめご了承ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有
料で修理させていただきます。

補修用性能部品の保有期間　8 年
この商品の補修用性能部品は、製造元が製造打ち切り後
8年保有しています。
注）補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するた
めに必要な部品です。
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● ご相談になるときは以下のことをお知らせください。

型名 : 

製造番号 :

使用状況や故障の状態（できるだけ詳しく）:

購入年月日 :

� � 年� � 月� � 日

お買い上げ店

長年ご使用のテレビの点検を！
このような症状はありませんか？
●	電源スイッチを入れても映像や音が出ない。
●	映像がときどき消えることがある。
●	変なにおいがしたり、煙が出たりする。
●	電源スイッチを切っても、映像や音が消え
ない。

●	内部に水や異物が入った。

▶
異常があればご使用中止
事故防止のため、電源を切り、電源プラ
グをコンセントから抜いて、必ずお買い
上げの販売店に点検・修理をご依頼くだ
さい。

保証とアフターサービス（つづき）




